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t o p i c

ト ピ ッ ク

今月の表紙 午後７時、秋の風物詩
として定着しつつある

『Cygames  presents  
伊万里湾大花火』が始
まりました。新型コロ
ナウイルス感染症の感
染拡大防止のため、昨
年に引き続き、無観客
で、日時を非公表にし
ての開催。約 10 分間、
３尺玉などの大輪の花
が、夜空を彩りました。

−
−

↑柳本さん（左）は、限定品の絵皿を深浦市長に贈呈

来年の世界水泳選手権で活躍したい
柳本 幸之介さんに市民賞

ク
出
場
は
、
市
民
へ
の
明
る
い
話

題
と
な
り
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
」

と
感
謝
し
、
伊
万
里
焼
の
陶
板
を

あ
し
ら
っ
た
盾
を
贈
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

柳
本
さ
ん
は
、「
初
め
て
の
国
際
舞

台
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
夢
の
よ

う
だ
っ
た
。
来
年
５
月
の
世
界
水

泳
を
目
指
し
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

中
。
世
界
水
泳
で
、
結
果
を
残
し

た
い
」
と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

応
援
し
て
く
れ
た
市
民
へ
、
お
礼

の
気
持
ち
を
込
め
て
、
競
泳
チ
ー

ム
代
表
選
手
全
員
の
サ
イ
ン
が

入
っ
た
、
貴
重
な
絵
皿
を
市
長
に

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
10
月
28
日
、
競
泳
自
由
形
で
目

覚
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
て
い
る
黒

川
町
出
身
の
柳
本
幸こ

う

之の

介す
け

さ
ん

（
東
京
都
・
日
大
豊
山
高
校
３
年
）

に
、
伊
万
里
市
民
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
７
月
、『
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
』
の
競
泳
男
子
８
０
０
㍍

リ
レ
ー
に
、
第
１
泳
者
と
し
て
出

場
し
た
柳
本
さ
ん
は
、
８
月
に
長

野
県
で
開
催
さ
れ
た
『
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
』
の
競
泳
男

子
１
０
０
㍍
自
由
形
と
、
２
０
０

㍍
自
由
形
で
、
２
冠
を
獲
得
し
、

輝
か
し
い
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

　
市
役
所
を
訪
れ
た
柳
本
さ
ん
に
、

深
浦
弘
信
市
長
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
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わ
が
国
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

数
は
、
前
年
よ
り
22
万
人
増
え
て

３
６
４
０
万
人
で
、
総
人
口
に
占
め

る
割
合
は
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
伸
び
29
・

１
㌫
と
な
り
、
い
ず
れ
も
過
去
最
高

を
更
新
し
て
い
ま
す
（
総
務
省
統
計

局
９
月
19
日
発
表
、
15
日
時
点
）。

　
労
働
力
調
査
で
は
、
高
齢
者
の
就

業
者
数
は
平
成
16
年
以
降
、
17
年
連

続
で
増
加
し
て
い
て
、
令
和
２
年
は
、

９
０
６
万
人
と
過
去
最
多
に
な
っ
て

い
ま
す
。
就
業
率
も
25
・
１
㌫
で
、

高
齢
者
の
４
人
に
１
人
が
就
労
し
て

い
ま
す
。

　
雇
用
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

近
年
は
非
正
規
に
よ
る
形
態
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
は「
自

分
の
都
合
の
よ
い
時
間
に
、
働
き
た

い
か
ら
」、「
専
門
的
な
技
能
な
ど
を

活い

か
せ
る
か
ら
」
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
の
到
来
と
と

も
に
、
生
き
方
や
働
き
方
が
多
様
化

し
、『
自
分
ら
し
さ
』
が
『
生
き
が
い
』

や
『
や
り
が
い
』
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
西
九
州
大
学

看
護
学
部
の
山
口
世
莉
華
さ
ん
（
東

山
代
町
）
と
馬
場
美
奈
さ
ん
（
山
代

町
）
が
、
市
内
で
元
気
に
働
く
高
齢

者
の
や
り
が
い
や
意
義
を
取
材
し
、

こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
ス
キ
ル
と
経
験

を
活い

か
し
な
が
ら
、
活
躍
さ
れ
る
様

子
を
紹
介
し
ま
す
。

地域で活
い

かす！スキルと経験
特 集 1特 集 1

● 問合先問合先　長寿社会課高齢福祉・介護認定係（☎　長寿社会課高齢福祉・介護認定係（☎㉓㉓２１６２）２１６２）

〜自分らしく働くことが、
　　　　　生きがいと楽しみに〜

レポーター  　　　　　
山口　世

せ

莉
り

華
か

さん（左）
馬場　美

みい

奈
な

さん  　　　
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西
山
哲
さ
ん
、
和
枝
さ
ん
は
、

干
拓
地
や
棚
田
の
水
田
10
㌶
で
米

を
作
っ
て
い
ま
す
。
保
育
園
児
に

田
植
え
や
稲
刈
り
を
体
験
さ
せ
る

食
育
に
力
を
入
れ
、
地
域
の
農
家

と
協
力
し
て
農
産
物
直
売
所
の
運

営
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
米
作
り
で
一
番
手
間
が
か
か
る

育
苗
の
省
力
化
を
模
索
し
、
５
年

前
か
ら
、『
直
ま
き
方
式
』
で
の
栽

培
に
取
り
組
み
、
改
良
を
重
ね
て

い
ま
す
。

◆
働
く
と
は
・
・
・

　
地
域
に
食
べ
る
人
が
い
る
な

ら
、
作
る
人
も
必
要
。
農
業
は
、

地
域
貢
献
の
一
つ
だ
と
思
っ
て

や
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
も
、
食
の
大
切

さ
を
伝
え
た
い
の
で
、
農
業
体
験

や
食
育
活
動
を
と
て
も
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
が
苦
労
し
た
こ
と
は
、

次
の
世
代
に
は
さ
せ
た
く
な
い
の

で
、
若
い
人
た
ち
に
、
私
の
技
を

残
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
先
人
の
知
恵
と
新

し
い
技
術
を
融
合
し
、
未
来
を
見

据
え
た
農
業
に
取
り
組
み
、
毎
日

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
今
年
、
金

婚
式
を
迎
え
ま
し
た
が
、
あ
と
何

年
、
二
人
で
こ
の
田
ん
ぼ
で
働
け

る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　「
農
業
は
地
域
貢
献
」
と
い
う
言

葉
が
、
心
に
残
り
ま
し
た
。
い
く

つ
に
な
っ
て
も
新
し
い
農
業
技
術

の
習
得
や
農
業
体
験
、
食
育
な
ど

の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

農
業
発
展
へ
の
強
い
思
い
が
あ
る

か
ら
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
若
い
人

た
ち
が
、
も
っ
と
農
業
に
関
心
を

持
ち
、
農
業
の
大
切
さ
と
や
り
が

い
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

  
技技  

を
つ
な
ぐ

を
つ
な
ぐ

〜次世代のために、新しい農業に挑戦〜

  

仲仲    

間
と
つ
な
が
る

間
と
つ
な
が
る

西山　哲
さとし

さん  （右）

西山　和枝さん  　
（山代町久原１区）

　
福
塚
哲
さ
ん
は
大
阪
出
身
で
、

名
古
屋
が
本
社
の
企
業
に
33
年
勤

務
し
、
10
年
前
に
妻
の
故
郷
で
あ

る
伊
万
里
市
に
移
住
し
ま
し
た
。

　
伊
万
里
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
と
し
て
６
年
間
働
き
、

令
和
元
年
、
75
歳
で
セ
ブ
ン
‐
イ

レ
ブ
ン
伊
万
里
東
山
代
店
に
入
社

し
ま
し
た
。
入
社
当
初
は
、
何
も

か
も
が
初
体
験
で
覚
え
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
ゼ
ロ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
な
の
で
一
歩
ず

つ
進
も
う
と
努
力
し
ま
し
た
。

　
こ
の
仕
事
を
通
し
て
多
世
代
の

人
た
ち
と
知
り
合
い
に
な
り
、
情

報
交
流
も
で
き
て
い
ま
す
。
い
く

つ
に
な
っ
て
も
、
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
し
続
け
た
い
で
す
。

◆
働
く
と
は
・
・
・

　
働
く
こ
と
は
『
新
発
見
と
の
出

会
い
』
で
す
。
新
し
い
仕
事
は
覚

え
る
こ
と
が
多
く
戸
惑
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
知
ら
な
い
こ
と
を

知
る
こ
と
で
、
新
し
い
発
見
が
あ

り
、
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
い
く

こ
と
は
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

◆
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
真
島
さ
ん
か
ら

一
言

　
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
に
は
、
定
年

が
あ
り
ま
せ
ん
。
常
に
進
化
し
て

い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な

の
で
、
そ
れ
に
従
業
員
が
つ
い
て

い
く
こ
と
が
大
変
で
す
。
75
歳
の

人
を
指
導
す
る
こ
と
は
、
初
め
て

だ
っ
た
の
で
不
安
が
あ
り
ま
し
た

が
、
根
気
強
く
サ
ポ
ー
ト
し
、
福

塚
さ
ん
も
失
敗
を
糧
に
努
力
さ
れ

ま
し
た
。
今
で
は
、
当
店
の
ム
ー

ド
メ
ー
カ
ー
で
、
お
客
様
と
自
然

に
会
話
を
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
は
定
評
が
あ
り
ま
す
。

　
新
し
い
仕
事
を
す
る
と
き
は
、

不
安
や
苦
労
が
あ
り
ま
す
が
、『
新

発
見
』
と
前
向
き
に
捉
え
、
覚
え

る
こ
と
を
楽
し
め
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
緒
に
働

く
上
司
や
同
僚
の
サ
ポ
ー
ト
も
重

要
で
、
一
人
で
は
頑
張
れ
な
く
て

も
仲
間
が
い
る
こ
と
が
励
み
に
な

る
と
感
じ
ま
し
た
。

セブン - イレブン伊万里東山代店（東山代町長浜）

福塚　哲
てつ

さん  （右）

マネージャー　真島　水
み

月
づき

さん

〜チャレンジとスマイルがモットー〜

レポーターのコメント

レ
ポ
ー
タ
ー
の
コ
メ
ン
ト
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原
田
一
郎
さ
ん
、
佳
美
さ
ん
は
、

令
和
元
年
８
月
に
神
奈
川
県
川
崎

市
か
ら
、
二
人
の
出
身
地
で
あ
る
伊

万
里
市
に
Ｕ
タ
ー
ン
。
令
和
２
年

４
月
に
、
妻
の
祖
父
母
が
営
ん
で

い
た
築
80
年
以
上
の
元
商
店
を
改

修
し
、
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
昔
は
た
ば
こ
や
塩
、
日
用

雑
貨
な
ど
を
販
売
し
て
い
て
、
通

り
は
人
の
行
き
来
が
多
く
、
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
昔
の
よ
う
に
、「
人

が
集
ま
る
、
活
気
あ
ふ
れ
る
場
所

に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
、
開

店
を
決
意
。
家
族
や
友
人
、
地
域

の
人
た
ち
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
い
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
思
い
が
込

め
ら
れ
た
店
が
完
成
し
ま
し
た
。

◆
働
く
と
は
・
・
・

　
定
年
退
職
し
て
も
、
ず
っ
と
働

き
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
働
く
こ
と
は
『
自
分
の
居
場

所
づ
く
り
』
で
す
。

　
カ
フ
ェ
を
通
し
て
、
若
い
人
た

ち
と
の
交
流
が
で
き
、
こ
の
カ

フ
ェ
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
仕
事

場
で
は
な
く
、
人
と
人
と
が
つ
な

が
る
『
交
流
の
場
』
で
す
。

　
自
分
の
居
場
所
づ
く
り
や
や
り

が
い
の
た
め
に
働
く
こ
と
も
、
楽

し
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　『
働
く
』
こ
と
を
今
ま
で
と
違
う

視
点
で
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。

　地域で活かす！スキルと経験地域で活かす！スキルと経験特 集 1特 集 1

  
人人  

と
人
を
つ
な
ぐ

と
人
を
つ
な
ぐ

レ
ポ
ー
タ
ー
の

コ
メ
ン
ト

〜ふるさとの賑わいをサポート〜

カフェ伊万里川友商店（山代町楠久）

　　　　     原田　一郎さん（左）

　　　　     原田　佳美さん

　
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
で

働
く
人
を
紹
介
し
ま
す
。

  

互互  

い
を
尊
重

い
を
尊
重

坂本　優美子さん

【やりがい】
　ミシンで布地を縫い合わ
せて、完成した製品を見る
ときが嬉しい。

◆働くとは・・・
　楽しいリハビリです。
　いくつものパーツを組み
合わせて、完成させる工程
が、わくわくします。

　
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
と

は
、
障
害
が
あ
る
人
の
「
働
き
た

い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
を
実
現
す
る

た
め
の
事
業
所
で
、
一
般
企
業
就

労
を
目
指
す
人
や
軽
作
業
を
通
じ

て
就
労
の
喜
び
を
求
め
て
い
る
人

な
ど
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
働
き
方

が
選
択
で
き
ま
す
。

　
現
在
、
40
人
程
度
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
障
害
の
特
性
に
応
じ
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
商
品
の
製
作
や
洗
濯
、

印
刷
の
ほ
か
、
企
業
か
ら
の
請
負

作
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
や
病
気
の
後
遺
症
と

向
き
合
い
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

活
か
し
な
が
ら
、
熱
心
に
仕
事
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
姿
を
と
て
も

格
好
よ
く
感
じ
ま
し
た
。
不
自
由

さ
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
前
向
き

に
働
か
れ
て
い
る
姿
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

尾嶋　正弘さん

【やりがい】
　仕事の出来上がりが目に
見えるので、達成感があり
ます。

◆働くとは・・・
　リハビリの一環です。
　仕事中は真剣に、休憩時
間は、仲間と会話を楽しん
でいます。

光武　誠さん

【やりがい】
　初めは、不安がありまし
た。今はやりがいがあり、
働ける限り、続けたいです。

◆働くとは・・・
　体を動かすこと。自分が
仕事を楽しんでやっている
ことは、周りの人たちにも
伝わっていると思います。

レポーターの
コメント

作業の様子作業の様子

〜できることとできないことを互いに助け合う〜
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
働
く

シルバー会員　桑本　ちよみさん（左）

依頼者　永田　一
かず

子
こ

さん

　定年退職後に、友人の勧め
で入会しました。元気なうち
は、人の役に立つ仕事がしたいと思っています。
　仕事を通じて依頼者や仕事の仲間と会って話をす
ることが、元気の源になっています。また、体を動
かすことが、健康につながっています。
　元気で長生きが、目標です。

「人とのつながりを大事にしています」

桑本　ちよみさん
（白　野）

◆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は

▽
営
利
団
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

公
益
団
体
で
す
の
で
、
収
益
が

目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
社
会
参
加
と
地
域
貢
献
を
目
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
仕
事
を
通
じ
て
、
社
会
参
加
や

生
き
が
い
、
仲
間
づ
く
り
、
健

康
増
進
な
ど
、
高
齢
者
の
豊
か

な
生
活
を
実
現
す
る
と
と
も

に
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

▽
伊
万
里
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

　
伊
万
里
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　
タ
ー
は
、
平
成
元
年
に
設
立
さ

れ
、会
員
は
２
２
４
人
で
す
（
４

月
時
点
）。

◆
仕
事
を
頼
み
た
い
と
き
は

　
仕
事
内
容
は
、
会
員
の
豊
富
な

知
識
や
経
験
、
技
術
を
活い

か
し
、

技
能
分
野
や
サ
ー
ビ
ス
分
野
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
あ
り
ま
す
。

　
仕
事
を
依
頼
し
た
い
人
は
、
ま

ず
は
、
気
軽
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
、
電
話
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

　
公
益
社
団
法
人
伊
万
里
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉓
３
４
７
１
）

高齢者の家事支援

シルバーシルバー
会員の声会員の声

◆技能分野
　ふすま・障子・網戸の張り替え、植木の剪

せん

定
てい

◆サービス分野
　高齢者の介助や話し相手、見守りサポート、食事の

支度、入院患者の衣服洗濯

◆管理部門
　日　直

◆屋内外の一般作業
　除草、草刈り、清掃、

農作業の補助、不用品処

理、引っ越し手伝い、チ

ラシの配布

シルバー人材センターは、さまざまな仕事をしています

◆仕事を依頼するには◆仕事を依頼するには

　シルバー人材センターに電話　シルバー人材センターに電話

　　依頼内容の見積もり依頼内容の見積もり

　　仕事の実施仕事の実施

　代金の支払い　代金の支払い居室清掃の様子居室清掃の様子

　桑本さんには、自宅の掃除などをお願いしていま
す。訪問されると、掃除だけではなく、会話をする
ことがいつも楽しみです。
　桑本さんとは、「私の 100 歳の誕生日をこの家で
一緒に、お祝いしましょうね」と話しています。

「会話をすることが楽しみです」

永田　一子さん
（栄　町）

依頼者の声依頼者の声

62021.12広報伊万里



これからも、元気に働き続けたい　〜依頼者の喜びがやりがいに〜

　地域で活かす！スキルと経験地域で活かす！スキルと経験

◆
取
材
を
終
え
て

　
今
回
、
市
内
で
働
か
れ
て
い
る

人
た
ち
を
取
材
し
、
皆
さ
ん
が
生

き
生
き
と
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活い

か
し
た

り
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
り
、
や
り
が
い
と
生
き
が
い

を
も
っ
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
自
分
の
居
場
所
が
あ
る
こ
と

は
あ
り
が
た
い
。
新
し
い
仕
事
に

挑
戦
し
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
就
職
す
る
私
た
ち

は
、
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い
ま

す
が
、
不
安
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
話
を
聞
い
て
、
元
気
に
働
け

る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
た
く

さ
ん
の
経
験
が
で
き
る
こ
と
に
感

謝
し
、
何
事
に
も
積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
を
再
認
識
し
た
の
で
、
同

世
代
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

世
代
の
人
た
ち
と
積
極
的
に
関
わ

り
、
交
流
を
深
め
、
分
か
り
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

レポーター  　　　　　
山口　世莉華さん（左）
馬場　美奈さん  　　　

　定年退職後に、新しい仕事にチャレンジしたいと
思い、入会しました。
　最初は失敗もありました。今は、依頼者から「仕
上がりがきれい！」と褒めてもらっています。
　休日は、孫と一緒に食事にいくことが楽しみです。

◆得意な仕事
　ふすま・障子の張り替え

「新しい仕事にチャレンジしています」

松永　満夫さん
（山代町西分）

　体を動かすことが好きなことと、これまでと違う
仕事をやってみたいと思い、入会しました。
　高い所での作業は、安全に気を付ければ危険はあ
りません。依頼者の「ありがとう」の言葉が嬉しい
です。

◆得意な仕事
　庭木の剪

せん

定
てい

「体を動かすことが好きです」

西原　春男さん
（東山代町長浜）

　働くことが楽しく、元気に働き続けたいと思い、

入会しました。

　剪
せん

定
てい

機器操作の講習を受けて、作業ができるよう

になりました。仲間とともに働くことが楽しく、依

頼者の笑顔を見られることが嬉しいです。

◆得意な仕事
　庭木の剪

せん

定
てい

、掃除

「仲間と働くことが楽しいです」

田﨑　富代さん
（上土井町）

シルバーシルバー
会員の声会員の声

シルバーシルバー
会員の声会員の声

シルバーシルバー
会員の声会員の声

シルバー人材センターに入会しませんか

　一緒に働く仲間を募集してい
ます。
　毎月 1 回、午前９時 30 分か
ら入会説明会を開催しています。
関心がある人は、参加してみま
せんか。
　入会が、仲間づくりや生きが
いづくりにつながっています。
健康で働く意欲がある人は、ぜ
ひ、ご入会ください。

吉永 康雄
事務局長

　『シルバーの日』キャ
ンペーンとして、マッ
クスバリュ伊万里駅前
店（10 月 14 日 ） と
Ａコープいまり店（18
日）で、会員募集を呼
びかけました。

特 集 1特 集 1
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● 期　間　12 月１日（水）〜10 日（金）
　　　　　 午前10時〜午後６時（最終日は午後４時まで）
● 会　場　市民図書館
● 内　容　児童・生徒による標語・書道など、人権に関
　　　　　 する作品の展示

■ 女性の人権を守ろう
■ 子どもの人権を守ろう
■ 高齢者の人権を守ろう
■ 障害を理由とする偏見や差別をなくそう
■ 部落差別（同和問題）を解消しよう
■ アイヌの人々に対する偏見や差別をなくそう
■ 外国人の人権を尊重しよう
■ 感染症に関連する偏見や差別をなくそう
■ ハンセン病患者・元患者・その家族に対する偏見や

差別をなくそう
■ 刑を終えて出所した人に対する偏見や差別をなくそう
■ 犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
■ インターネットによる人権侵害をなくそう
■ 北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深め

よう
■ ホームレスに対する偏見や差別をなくそう
■ 性的指向及び性自認（性同一性）を理由とする偏見

や差別をなくそう
■ 人身取引をなくそう（※）
■ 東日本大震災に起因する偏見や差別をなくそう
※人身取引には、強制売春などが含まれます。

　人権問題には、どのようなものがあるのでしょうか。
法務省人権擁護局が定めている人権啓発活動の年間強
調事項を紹介します。

さまざまな人権問題さまざまな人権問題

● 期　間　12 月６日（月）〜 10 日（金）
　　　　　 午前８時 30 分〜午後５時 15 分

　　　　　（最終日は午後４時まで）
● 会　場　 市役所市民ロビー
● 内　容　伊万里人権擁護委員との協働による、さま
　　　　　 ざまな人権問題についてのパネル展

　市では、さまざまな人権問題の解決に向けて、『伊万里
市人権教育・啓発に関する基本方針』に基づき、市民の
皆さんに対する研修会の開催など、人権教育・啓発活動
に取り組んでいます。

特
集
２

12
月
４
日
〜
10
日
は
『
人
権
週
間
』
で
す

今
こ
そ
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
あ
な
た
は
今
、
幸
せ
で
す
か
。

　
あ
な
た
は
今
、
幸
せ
で
す
か
。

　
あ
な
た
の
隣
に
い
る
人
は
、
ど
う
で
す
か
。

　
あ
な
た
の
隣
に
い
る
人
は
、
ど
う
で
す
か
。

　
私
た
ち
は
、
誰
も
が
幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に
生
ま
れ
て

　
私
た
ち
は
、
誰
も
が
幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に
生
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
と
て
も
残
念
な
こ
と
に
、
私
た
ち
の
周

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
と
て
も
残
念
な
こ
と
に
、
私
た
ち
の
周

り
に
は
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が

り
に
は
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が

存
在
し
て
い
て
、
今
も
多
く
の
人
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。

存
在
し
て
い
て
、
今
も
多
く
の
人
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。

　「
周
り
で
差
別
な
ん
て
起
き
て
い
な
い
か
ら
、
自
分
に
は
関

　「
周
り
で
差
別
な
ん
て
起
き
て
い
な
い
か
ら
、
自
分
に
は
関

係
な
い
」
と
、
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
日
常
で
起
き
て
い
る
差

係
な
い
」
と
、
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
日
常
で
起
き
て
い
る
差

別
や
人
権
侵
害
を
、
見
過
ご
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
も
し
か
す
る

別
や
人
権
侵
害
を
、
見
過
ご
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
も
し
か
す
る

と
、
あ
な
た
自
身
の
何
気
な
い
言
動
が
、
誰
か
を
傷
つ
け
て
い

と
、
あ
な
た
自
身
の
何
気
な
い
言
動
が
、
誰
か
を
傷
つ
け
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　　
1212
月
４
日
〜

月
４
日
〜
1010
日
は
、
人
権
週
間
で
す
。

日
は
、
人
権
週
間
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
自
分
自
身
の
心
の
中
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま

　
こ
の
機
会
に
、
自
分
自
身
の
心
の
中
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

し
ょ
う
。

　
あ
な
た
は
今
、
幸
せ
で
す
か
。

　
あ
な
た
は
今
、
幸
せ
で
す
か
。

　
あ
な
た
の
隣
に
い
る
人
は
、
差
別
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　
あ
な
た
の
隣
に
い
る
人
は
、
差
別
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

●

問
合
先
　
人
権
・
同
和
対
策
課
人
権
・
同
和
対
策
係
（ 

　
☎
㉓
２
１
９
０
）

　
　
　
　
　 
生
涯
学
習
課
人
権
・
同
和
教
育
係
（ 

☎
㉓
３
１
８
６
）

■■

人
権
週
間
と
は

人
権
週
間
と
は

　
　
昭
和

　
　
昭
和
2323
年年
1212
月月
1010
日
、
第
３
回
国
連
総
会
で
『
世
界
人
権
宣
言
』
が
採
択
さ

日
、
第
３
回
国
連
総
会
で
『
世
界
人
権
宣
言
』
が
採
択
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
日
本
で
は

れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
日
本
で
は
1212
月
４
日
～

月
４
日
～
1010
日
を
『
人
権
週
間
』
と
定
め
、

日
を
『
人
権
週
間
』
と
定
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
通
し
て
、
広
く
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
通
し
て
、
広
く
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

人権週間の啓発活動を紹介します人権週間の啓発活動を紹介します

令和３年度啓発活動年間強調事項

◆小・中学生の人権・同和教育作品展

◆人権啓発パネル展
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特 集 ２　今こそ人権について考えてみませんか

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
つ
な
ぐ
時

お
互
い
の
心
と
心
も
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う

〜
使
い
方
次
第
で
人
権
侵
害
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
〜

人権を侵害しないために気をつけるポイント人権を侵害しないために気をつけるポイント
■ 相手の気持ちを自分に重ねて想像する（自分がされ相手の気持ちを自分に重ねて想像する（自分がされ

て嫌なことは誰だって一緒）て嫌なことは誰だって一緒）
■ 差別的な発言や、誹謗中傷を書き込まない差別的な発言や、誹謗中傷を書き込まない
■ 使用する言葉に注意する（暴力的な言葉は使わない）使用する言葉に注意する（暴力的な言葉は使わない）
■ 根拠のない噂やあいまいな情報は書き込まない根拠のない噂やあいまいな情報は書き込まない
■ 他人の書き込みをあおるような書き込みはしない他人の書き込みをあおるような書き込みはしない

■ 誤解を招かないように、分かりやすい表現を心がけ誤解を招かないように、分かりやすい表現を心がけ

る（話し言葉をそのまま文字にしても伝わらないこる（話し言葉をそのまま文字にしても伝わらないこ

とがあるので注意が必要）とがあるので注意が必要）
■ 知り合いのメールアドレスや住所など、個人情報を知り合いのメールアドレスや住所など、個人情報を

無断で掲載しない無断で掲載しない
■ 個人が特定される写真や動画を勝手に掲載しない個人が特定される写真や動画を勝手に掲載しない

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
時
間
や
場
所
を
問
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
簡
単
に
収
集
し
た
り
、

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
時
間
や
場
所
を
問
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
簡
単
に
収
集
し
た
り
、

発
信
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
は
、
日
々
広
が
り
を
見
せ

発
信
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
は
、
日
々
広
が
り
を
見
せ

て
い
て
、
私
た
ち
の
生
活
は
飛
躍
的
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

て
い
て
、
私
た
ち
の
生
活
は
飛
躍
的
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
一
方
で
は
、
個
人
情
報
の
無
断
公
開
な
ど
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
暴
露
や
特
定
の

　
し
か
し
一
方
で
は
、
個
人
情
報
の
無
断
公
開
な
ど
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
暴
露
や
特
定
の

個
人
を
対
象
と
し
た

個
人
を
対
象
と
し
た
誹誹ひひ

謗謗ぼ
う
ぼ
う

中
傷
、
差
別
的
な
表
現
で
の
書
き
込
み
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

中
傷
、
差
別
的
な
表
現
で
の
書
き
込
み
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

悪
用
し
た
人
権
侵
害
が
増
え
て
い
て
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

悪
用
し
た
人
権
侵
害
が
増
え
て
い
て
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
に
は
、
い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
し
っ
か
り

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
に
は
、
い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
し
っ
か
り

理
解
し
て
お
か
な
い
と
、
自
分
自
身
も
加
害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

理
解
し
て
お
か
な
い
と
、
自
分
自
身
も
加
害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　インターネットを利用するときは、その利便性を
享受するだけでなく、他者の人権の配慮を心がけ
ることが大切です。インターネットの世界に置い
ても、実際に暮らす社会と同じようにモラルを持っ
たり、マナーを守ったりして、加害者にも被害者
にもならないようにしましょう。

　加害の容易性　加害の容易性
　情報のやりとりが簡単にできるため、自分の書き込みが
誰かを傷つけるかどうかを考えることなく、軽い気持ちで
発信してしまうことがあります。また、デジタルデータな
ので、コピーや画像の合成が簡単にできてしまいます。

　匿名性
　名前や顔を知られずに情報が発信できるため、書き込み
の内容が悪質なものになったり、根拠のない情報が流布さ
れやすくなったりします。

　被害の拡散性
　一度ネット上に掲載されると、世界中からの閲覧が可能
になります。また、内容が別サイトに次々と転載され、短
期間で大量のデータが世界中に広がることがあります。

　被害回復の困難性
　一度公開された情報は、完全に削除することが困難なた
め、いつまでも被害者を苦しめることになります。

１

２

４

３

一人で悩まず、気軽に相談してください
● みんなの人権１１０番　　（☎ 0570-003-110）平日の午前８時 30 分〜午後５時 15 分

● 子どもの人権１１０番　　（☎ 0120-007-110）平日の午前８時 30 分〜午後５時 15 分

● 女性の人権ホットライン　（☎ 0570-070-810）平日の午前８時 30 分〜午後５時 15 分

● 人権啓発センターさが　　（☎ 0952㉕ 7229）　 平日の午前９時〜午後５時

　市では、差別的な書き込みや動画などを発見した場合、サイトの管理者への削除要請などを行っています。管理者
を特定できない場合や要請に応じないなどの悪質なケースに対しては、法務局など関係機関に対応を依頼することも
あります。

インターネットパトロール実施中インターネットパトロール実施中

インターネット上での人権侵害の特徴インターネット上での人権侵害の特徴
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互いに協力して互いに協力して
市を元気にしていく市を元気にしていく

伝統を引き継ぎ伝統を引き継ぎ
新しい歴史を刻む新しい歴史を刻む

いつもとは違う式典でいつもとは違う式典で
20 歳の決意20 歳の決意

、

『広報伊万里『広報伊万里』』で振り返る１年

伊
万
里
市
の
こ
の
１
年

　
令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）
も
あ
と
わ
ず
か
で
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
に
と
っ
て
、
こ

の
１
年
は
ど
の
よ
う
な
年
で
し
た
か
。

　
私
た
ち
が
住
む
伊
万
里
市
で
も
、
た
く
さ
ん
の
出
来
事
や
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、『
広
報

伊
万
里
』
を
も
と
に
、
市
の
１
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

広
報
伊
万
里
令
和
３
年
１
月
号
〜

広
報
伊
万
里
令
和
３
年
１
月
号
〜

令
和
３
年

令
和
３
年
1212
月
号
に
掲
載
し
た
主
な
出
来
事

月
号
に
掲
載
し
た
主
な
出
来
事

3

5

6

4 地球に優しい活動が地球に優しい活動が
評価され評価され

1

2

令
和
２
年

【
11
月
】

●

Ｃ
ｙ
ｇ
ａ
ｍ
ｅ
ｓ 

ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
伊
万
里
湾
大
花
火

２
０
２
０
が
無
観
客
で
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
開
催
《
21
日
》

【
12
月
】

●

松
尾
正
登
さ
ん
（
松
浦
町
上
分
）
が
全
国
育
樹
活
動
コ
ン
ク
ー
ル

で
、農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
、深
浦
弘
信
市
長
に
報
告《
１
日
》

●

伊
万
里
信
用
金
庫
（
伊
万
里
町
）
と
市
が
、
地
方
創
生
に
関
す

る
包
括
連
携
協
定
を
締
結
《
21
日
》

令
和
３
年

【
１
月
】

●

市
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
『
い
ま
り
で
、
決
ま
り
！
』
が
決
定
。

全
国
か
ら
１
０
０
９
件
の
応
募
が
あ
り
、
岩
中
幹
夫
さ
ん
（
岡

山
県
）
の
作
品
を
採
用
《
１
日
》

●

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
市

内
７
会
場
に
分
散
し
て
の
成
人
式
開
催
《
10
日
》

【
２
月
】

●

15
人
か
ら
27
作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
　
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
を
開
催
《
14
日
》

【
３
月
】

●

伊
万
里
商
業
高
校
と
統
合
し
て
、
伊
万
里
実
業
高
校
と
な
っ
た

『
伊
万
里
農
林
高
校
』
の
閉
校
式
。
１
０
４
年
の
伝
統
に
幕
を
下

ろ
す
《
１
日
》

●

い
ま
り
ん
バ
ス
が
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
車
両
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
乗
車
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
や
換
気
機
能
が
向
上
《
20
日
》

●

情
報
発
信
を
強
化
す
る
た
め
、
学
校
法
人
慶
應
義
塾
慶
應
義
塾

大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
と
一
般
社
団
法
人
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
、
市

の
３
者
が
、
連
携
の
覚
書
を
締
結
《
22
日
》

●

公
立
保
育
園
を
民
営
化
し
て
、
公
私
連
携
型
保
育
所
（
私
立
保

育
園
）
と
し
て
運
営
す
る
た
め
、社
会
福
祉
法
人
伊
万
里
福
祉
会
、

社
会
福
祉
法
人
明
志
会
と
市
が
、
県
内
で
初
め
て
、
公
私
連
携

型
保
育
所
設
置
に
伴
う
協
定
を
締
結
《
24
日
》

【
４
月
】

●

柳
本
幸
之
介
さ
ん
（
黒
川
町
出
身
）
が
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
競
泳
男
子
８
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
の
代
表
選
手

に
決
定
《
５
日
》

写
真
９９

写
真
７７

写
真
６６

写
真
３３

写
真
８８

写
真
５５

写
真
４４

新車両、出発進行！新車両、出発進行！

写
真
２２

シティプロモーションをシティプロモーションを
推進するために推進するために

7

写
真
１１

健全な山林の造成に寄与健全な山林の造成に寄与

市民を元気づける市民を元気づける
大輪の花が夜空を彩る大輪の花が夜空を彩る
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森永ミルクキャラメル森永ミルクキャラメル
イラストコンテストイラストコンテスト

絵本との“すてきな絵本との“すてきな
出会い”つくり続けて出会い”つくり続けて

高齢者も暮らしやすい高齢者も暮らしやすい
まちづくりを目指してまちづくりを目指して

18

食で伊万里を食で伊万里を
元気にしたい元気にしたい

夢の舞台へ挑戦夢の舞台へ挑戦
東京オリンピック代表東京オリンピック代表

、

『広報伊万里『広報伊万里』』で振り返る１年覚えていますか？ いろいろな出来事

15

13

12

14

日本選手権で第２位日本選手権で第２位
オリンピック代表選手へオリンピック代表選手へ

９

【
５
月
】

●

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
。
市
民
が
見
守
る

中
、
10
人
の
走
者
が
希
望
の
火
を
つ
な
ぐ
《
９
日
》

●

日
本
郵
便
株
式
会
社
と
市
が
、
地
方
創
生
に
関
す
る
包
括
連
携

協
定
を
締
結
《
24
日
》

【
６
月
】

●

お
は
な
し
ど
ん
ぐ
り
（
黒
川
町
）
が
子
供
の
読
書
活
動
優
秀
実

践
団
体
と
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
、
深
浦
弘
信

市
長
に
報
告
《
４
日
》

●

森
永
製
菓
株
式
会
社
と
市
は
、地
域
活
性
化
の
た
め
の
包
括
連
携
・

協
力
に
関
す
る
協
定
を
３
月
１
日
に
締
結
。
連
携
事
業
第
１
弾

と
し
て
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
《
５
日
》

●

鳥
山
麻
衣
さ
ん
（
立
花
町
出
身
）
が
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
代
表
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
決
定
《
７
日
》

【
７
月
】

●

伊
万
里
実
業
高
校
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
の
手
作
り
菓
子
セ
ッ

ト
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
採
用
《
５
日
》

●

災
害
時
の
情
報
発
信
の
強
化
と
、
平
常
時
の
効
果
的
な
防
災
教

育
を
実
施
す
る
た
め
、
九
州
朝
日
放
送
株
式
会
社
と
市
が
、
防

災
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
《
29
日
》

【
８
月
】

●

伊
万
里
高
校
と
伊
万
里
実
業
高
校
の
生
徒
９
人
が
、
地
域
課
題

の
解
決
に
つ
な
が
る
『
未
来
計
画
』
を
市
長
に
提
案
《
22
日
》

【
９
月
】

●

公
立
保
育
園
を
民
営
化
す
る
に
当
た
り
、
学
校
法
人
伊
万
里
学

園
と
市
が
、
公
私
連
携
型
保
育
所
の
設
置
お
よ
び
運
営
に
関
す

る
協
定
を
締
結
《
28
日
》

【
10
月
】

●

地
域
の
高
齢
者
の
買
い
物
を
支
援
す
る
た
め
、
株
式
会
社
Ａ
コ
ー

プ
九
州
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ま
ち
づ
く
り
波
多
津
、
波
多

津
町
ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議
会
の
３
者
が
協
定
を
締
結
し
、
買

い
物
に
あ
わ
せ
た
移
動
支
援
を
開
始
《
１
日
》

●

腰
岳
の
魅
力
を
伝
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
日
本
列
島
の
な
か
の
腰
岳

黒
曜
石
原
産
地
』
を
市
民
図
書
館
で
開
催
《
９
・
10
日
》

●

８
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
高
校
総
体
で
、
優
勝
の
栄
冠
に
輝
い

た
柳
本
幸
之
介
さ
ん
に
『
伊
万
里
市
民
賞
』
を
授
与
《
28
日
》

【
11
月
】

●

森
永
製
菓
株
式
会
社
と
の
連
携
事
業
第
２
弾
。
森
永
製
菓
の
菓
子

と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
森
永
太
一
郎
物
語
番
外
編
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
登
場
《
２
日
》

写
真
1010

写
真
1111

写
真
1212

写
真
1313

写
真
1414

写
真
1515

写
真
1717

写
真
1818

県内初の公私連携型県内初の公私連携型
新たな保育所運営へ新たな保育所運営へ

防災のための防災のための
連携をスタート連携をスタート

16

保育所運営とあわせて保育所運営とあわせて
保育士を育てていきたい保育士を育てていきたい

17

本
紙
Ｐ
22

8

オリンピック聖火オリンピック聖火
希望の火をつなぐ希望の火をつなぐ

10

写
真
1616

本
紙
Ｐ
２

写
真
1919

ネットワークを活用してネットワークを活用して
市民サービスの向上へ市民サービスの向上へ

11腰岳の黒曜石は、日本の腰岳の黒曜石は、日本の
歴史に欠かせない石歴史に欠かせない石

19
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み ん な の 広 場

e v e r y o n e ' s  p l a z a

み ん な の 広 場

e v e r y o n e ' s  p l a z a

↑一つ一つの作品の前で立ち止まり、見入る市民

佐賀市在住のミステリ作家 竹本健治さんの呼びかけに応

じ、30 人の作家から『落描
が

き』と称して、自由に描かれ

た作品が寄せられ、市民図書館で展示されました。これは、

コロナ禍により、『ミステリ作家トークショー＆サイン会』

が今年も中止されたことで開かれたものです。小説を構成

するときのメモやイラストなど、貴重な作品が並びました。

ミステリ作家たちの横顔展

作家の手元をのぞき込むような作品が展示

11.2-7

↑地域の人たちと協力して、駅の清掃活動に取り組む生徒たち

東陵中学校区内地域貢献活動

地域と連携して郷土愛を育む

東陵中学校の１・２年生と地域学校協働活動推進員など

が、校区内の駅や公園など７か所で清掃活動を実施しまし

た。これは、日常生活の中にある公共交通機関（ＪＲ筑肥

線）に関心を持ち、これまで過ごしてきた地域に感謝と誇

りを持つ心の育成を目的としたものです。生徒は「高校へ

は毎日ＪＲで通うので、駅を大切に使いたい」と話しました。

11.2

うちどく推進講演会

科学絵本って楽しい！

↑科学絵本の企画から完成までを語る山形さん

絵本を通して本に親しみ、家族で取り組む『うちどく』

の活動を広めるため、『うちどく推進講演会』が立花コミュ

二ティセンターでありました。福
ふくいんかん

音館書店で、雑誌『かが

くのとも』の編集に長年携わった山形昌
まさ

也
や

さんが、科学絵

本を読むことで、周りに自然や科学があふれていること

を知り、科学に興味を持ってほしいと熱心に語りました。

10.31

シンポジウム『コロナ禍における地域日本語教室』

生活者としての外国人を支援するため

↑先進事例などを紹介する講師の西原鈴子さん（左から１人
目）と髙栁香代さん（同２人目）、仙

せん

田
だ

武
たけ

司
し

さん

技能実習生などの外国人が、生活者として暮らす中で、困

り事などを解決する手段の一つとなる『日本語教室』を

テーマとしたシンポジウムがありました。文化庁地域日

本語教育アドバイザーを務める３人の講師を招き、それ

ぞれの取り組み事例、特に、コロナ禍におけるオンライ

ンを活用した教室の在り方などについて紹介されました。

10.20
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み ん な の 広 場み ん な の 広 場み ん な の 広 場み ん な の 広 場

11.7

市文化祭合同芸能発表会

文化の秋を満喫する１日
市民センターで市文化祭『合同芸能発表会』がありまし

た。市内の 16 団体が大正琴や民舞、フラダンスなどを

披露しました。新型コロナウイルス感染症の影響によ

り２年振りの開催。これまでの熱心な活動の成果が発

表され、会場は大きな拍手に包まれました。子どもか

ら高齢者まで、文化の秋を満喫する１日となりました。

結成 75 周年のときわ会の皆さん結成 75 周年のときわ会の皆さん

↑経験談を交えながら、自分らしい暮らしを最後まで続ける
方法やそれを支える側の心構えについて話す玉置さん

10.17

↑フラダンスを披露するＹＫハワイ
アンフラの皆さん

西九州させぼ広域都市圏在宅医療・介護連携推進事業とし

て市民啓発公開講座が、市民センターを含む７会場や個人

とオンラインでつないで開催されました。看護師で僧侶

の玉
たまおき

置 妙
みょう

憂
ゆう

さんが『地域で看
み と

取り看
み と

取られる』をテーマ

に、心穏やかに生きていくためのポイントなどを提案し、

参加者は「人生を見つめ直そうと思った」と話しました。

市民啓発公開講座

これからの人生をどう生きていくか

11.7

↑２本のバチをしな
らせる幸

ゆき

之
の

会
かい

松浦町しめ縄切り（へその緒切り）

一年間の安泰に感謝

↑しめ縄が切れた瞬間、大きな拍手と歓声が上がりました

松浦町桃川と武雄市若木町との境の鹿
ろ く

路
ろ

峠で、『しめ縄切

り』という伝統行事がありました。行事は桃川の４つの

地区が交代で執り行っていて、今年の当番は上原地区。

くじ引きで見事『切り人』を引き当てた松尾正昭さん（上

原）は、途中に振る舞われる力水（御神酒）で奮起しながら、

約 25 分かけて大きなしめ縄を切り、大役を果たしました。

↑これまでと異なり、日中に行われた合戦のフィナーレを飾
る『川落し』

伊万里トンテントン祭り

このようなときだからこそ、絆を深める

新型コロナウイルス感染症の影響により、昨年は荒御輿と

団車を軽トラックに載せての巡幸のみでしたが、今年は、

感染対策が取れたことから、２年振りにトンテントンの

合戦が実施されました。残念ながら無観客での開催でし

たが、「チョーサンヤ」と「アラヨーイトナ」の掛け声が

町なかに響き渡り、秋の盛り上がりをみせてくれました。

暗闇を照らすちょうちんが幻想的な安幕の合戦暗闇を照らすちょうちんが幻想的な安幕の合戦

10.22

10.24

10.22
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ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

百
寿
記
念
品
贈
呈

西田 アキさん西田 アキさん

松本 イソさん松本 イソさん

　
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
た
２
人
に
、
長
寿
を
祝
っ

て
、
特
別
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
記

念
の
飾
り
皿
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
10
月
31
日
に
訪
問
し
た
西
田

ア
キ
さ
ん
は
、
10
代
で
助
産
師

や
看
護
師
の
資
格
を
取
り
、
満

西
田
　
ア
キ 

さ
ん

（
東
山
代
町
滝
川
内
）

州
の
病
院
で
も
勤
め
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
結
婚
後
は
、
市
内
や
松
浦

市
の
病
院
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

94
歳
ま
で
畑
仕
事
を
さ
れ
る
ほ

ど
、
働
き
者
だ
っ
た
ア
キ
さ
ん
は
、

昔
か
ら
洋
裁
、
和
裁
、
編
み
物
が

得
意
で
、
現
在
も
機
械
編
み
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ア
キ
さ
ん
に
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

を

聞
く
と
、「
好
き
嫌
い
せ
ず
、
何
で

も
食
べ
る
こ
と
で
す
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
に
お
祝
い
さ

れ
、
と
て
も
幸
せ
そ
う
で
し
た
。

　
11
月
５
日
に
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
た
松
本
イ
ソ
さ
ん
は
、
若
い
頃

は
焼
き
物
関
係
の
仕
事
や
農
業
に

従
事
し
て
い
ま
し
た
。
昔
か
ら
縫

い
物
が
好
き
で
、
手
先
が
器
用

だ
っ
た
イ
ソ
さ
ん
は
、
現
在
は
塗

り
絵
が
日
課
に
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
イ
ソ
さ
ん
の
こ
と
を
家
族

に
尋
ね
る
と
「
真
面
目
で
、
昔
か

ら
自
分
の
こ
と
よ
り
も
子
ど
も
や

他
人
の
こ
と
を
心
配
す
る
、
優
し

い
母
で
す
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
百
歳
に
な
っ
た
感
想
を
聞
く

と
、「
周
り
の
人
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
生
を
楽

し
み
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
　
イ
ソ 

さ
ん

（
松
浦
町
藤
川
内
）

　
10
月
22
日
、
県
の
老
人
の
日
記

念
事
業
で
あ
る
『
地
域
で
話
題
の

高
齢
者
』
に

我
キ
ヌ
さ
ん
（
船

屋
町
）
が
選
ば
れ
、
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
で
元
気
に

活
躍
す
る
百
歳
以
上
の
高
齢
者
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
こ
と
で
、
県

内
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
、
刺
激
と
励
み
に
な
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
キ
ヌ
さ
ん
は
、
ス
テ
ッ
チ
刺
繍

が
趣
味
で
、
毎
週
『
い
き
い
き
百

歳
体
操
』
に
参
加
さ
れ
、
参
加
者

の
中
で
も
最
年
長
の
１
０
４
歳
で

す
。
百
歳
体
操
に
は
、
自
宅
か
ら

歩
い
て
通
い
、
健
康
を
維
持
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
元
気
の
秘ひ

訣け
つ

を
聞
く
と
、「
家
族

が
作
っ
て
く
れ
る
食
事
の
お
か
げ

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
頑
張

り
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

知
事
が
記
念
品
を
贈
呈

地
域
で
話
題
の
高
齢
者

↑知事からのメッセージと鍋島段
通の座布団などが贈られました

あ
ざ
や
か
き  

柿か

き

の
葉は

日ひ

ご
と  

散ち

り
落お

ち
て

　
　
　
　
　
さ
み
し
か
り
し
も  

芽め

吹ぶ

く
春は
る

待ま

つ

杉す
ぎ

山や
ま

　
露つ
ゆ

子こ

伊
万
里
白
露
短
歌
会

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

萩は
ぎ

原は
ら

　
豊と
よ

彦ひ
こ

仏
ほ
と
け

座ざ

す  

山や
ま

に
御ご

光こ
う

の  

時し
ぐ

雨れ

虹に
じ
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ほ が ら か ペ ー ジ

『働くなら いまりで、決まり！』、『わが家のアルバム』掲載希望者募集中です。シティプロモーション推進室（☎㉓４３１３）

ア ル バ ム

わが家の

犬塚 悠
はる

真
ま

さん

＊幸樹・愛
あり

菜
な

さんの二男

＊中　通

(     )３歳
１か月

　
い
つ
も
家
族
を
笑
顔
に
し
て

く
れ
る
悠
く
ん
♥
３
歳
に
な
っ

て
ま
す
ま
す
お
し
ゃ
べ
り
が
上

手
に
な
っ
た

ね
♪
こ
れ
か

ら
も
兄
弟
仲

良
く
、
す
く

す
く
と
成
長

し
て
ね
☆

いまり 決まり！で、

働くなら

市川 浩
ひろみつ

光 さん

（31歳・大川内山）

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
絵
付
け
や
ろ
く
ろ
成
形

◇
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と

　
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
も
、
一
つ
一

つ
心
を
込
め
て
描
く
こ
と

◇
目
標
（
仕
事
）
は

　
絵
付
け
と
ろ
く
ろ
の
伝
統
工
芸

士
の
資
格
を
取
る
こ
と

◇
自
己
Ｐ
Ｒ

　
お
客
様
に
満
足
し
て
も
ら
え
る

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
器
を
作
れ

る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
ま
す

◇
趣
味
・
特
技

　
子
ど
も
た
ち
が
壊
し
た
お
も

ち
ゃ
の
修
理

◇
市
民
へ
一
言

　
世
の
中
の
人
に
、
伊
万
里
焼
の

良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う

◆ 有限会社市川光山窯
　（大川内町）
◆ 平成 24 年４月入社

　
ぼ
く
は
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

ご
っ
こ
を
し
て
遊
ぶ
こ
と
が

好
き
だ
よ
♬
好
き
な
食
べ
物

は
、
ぶ
ど
う
と
み
か
ん
☆
最
近

は
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
セ
イ
バ
ー

の
ビ
デ
オ
に
夢
中
な
ん
だ
☆彡
大

好
き
な
お
姉
ち
ゃ
ん
、
お
兄
ち
ゃ

ん
と
遊
ぶ
の
も
大
好
き
だ
よ
♪

● 問合先　まちづくり課多文化共生係
（　 ☎㉒７０４６）

多多 文文 化化 共共 生生

『自文化中心主義』と『文化相対主義』について考えてみよう

〜みんなで考えよう〜〜みんなで考えよう〜

　世界中には『宗教』、『芸術』、『言語』、『食』、『暮らし』など、さまざまな文化があります。
　異文化と出会ったとき、あなたはその文化に対してどのように考えるでしょうか。
　異文化コミュニケーションに関する用語『自文化中心主義』と『文化相対主義』を紹介します。

　自分が属する文化の価値観を基準として、他の文化を判断することを言います。
　ふだん、自分が属する文化を絶対のものと思っていなくても、実際に異文化に出会ったとき、自分が属す
る文化の価値観でそれを判断してしまうこともあります。
　例えば、日本の、毎日残業することが当たり前な企業が外国に進出した時、定時で帰宅する多くの現地スタッ
フの姿を見て、「この国の人はなまけものだ」と考えるような場合です。

　自文化中心主義に対して、『文化相対主義』があります。
　これは、それぞれの文化に優劣をつけるのではなく、独自の価値観やものの見方、考え方がある事を認め、
受け入れることをいいます。

　異文化と出会い、自分の理解できないことに遭遇して、物事がうまくいかないとき、自文化中心主義の考
え方で物事を判断し、うまくいかない原因を相手方の文化のせいにするのは、自然な事かもしれません。し
かし、文化相対主義の考え方は、自文化中心的な傾向がある人に、客観的な視点を与えてくれます。
　そして、そのような姿勢が、異文化理解のために必要なのです。

自文化中心主義とは？

文化相対主義とは？
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ス ポ ー ツ

s p o r t s

ス ポ ー ツ

s p o r t s

12 月の市民スポーツ

３日（金）
● 火の用心グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会

伊万里湾大橋球技場

５日（日）
● 高等学校弓道奨励射会
　午前９時開会　国見台弓道場

12 日（日）
● 東西松浦駅伝大会予選会
　午前 10 時開会

国見台陸上競技場

●

期
　
日
　
10
月
23
日
・
24
日

●

場
　
所
　
伊
万
里
実
業
高
校

　
商
業
キ
ャ
ン
パ
ス

●

大
会
成
績

▽
優
　
勝
　
伊
万
里
高
校

▽
準
優
勝
　
伊
万
里
実
業
高
校

▽
３
　
位
　
敬
徳
高
校

第
44
回
市
長
旗
争
奪

高
等
学
校
野
球
秋
季
大
会↑優勝した伊万里高校の部員

　
10
月
26
日
、
山
代
中
学
校
で
出

前
授
業
『
学
校
訪
問
２
０
２
４
』

が
行
わ
れ
、
３
年
生
の
生
徒
18
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、令
和
６
年
（
２
０
２
４

年
）
に
開
催
さ
れ
る
『
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

２
０
２
４
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
』

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
児
童
や
生

徒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
・
観み

る
・

支
え
る
な
ど
の
機
会
を
つ
く
る
と

と
も
に
、
大
会
の
認
知
度
や
参
加

意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

県
と
共
同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
県
と
市
の
職
員

が
、
大
会
概
要
や
市
で
開
催
さ
れ

る
ホ
ッ
ケ
ー
や
水
泳
（
オ
ー
プ
ン

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
）
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、

佐
賀
県
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
か
ら
３
人

の
指
導
者
を
招
き
、
ミ
ニ
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
を
体
験
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
出
前
授
業

『
学
校
訪
問
２
０
２
４
』

　
生
徒
全
員
が
、
ミ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー

を
初
め
て
体
験
し
ま
し
た
が
、

あ
っ
と
い
う
間
に
マ
ス
タ
ー
し

て
、
男
女
が
２
チ
ー
ム
ず
つ
に
分

か
れ
て
、
試
合
を
実
践
し
ま
し
た
。

体
育
館
は
熱
気
に
包
ま
れ
、
生
徒

た
ち
は
ミ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
体
験
後
に
、
協
会
の
近
藤
芳
樹

さ
ん
は
「
君
た
ち
は
、
頑
張
れ
ば

全
国
、
そ
し
て
世
界
の
舞
台
で
活

躍
で
き
る
」
と
生
徒
に
エ
ー
ル
を

贈
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
を
代
表
し
て
、

前
山
律り

つ

樹き

さ
ん
は
「
３
年
後
の
国

ス
ポ
に
興
味
が
持
て
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

参
加
し
た
い
と
思
っ
た
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

↑試合形式の実践では、初心者とは
思えないほどのプレーが続出

●

期
　
日
　
11
月
５
日

●

場
　
所
　
ふ
く
ど
み
マ
イ
ラ
ン

ド
公
園
コ
ー
ス
（
白
石
町
）

●

大
会
成
績
（
上
位
の
み
）

◆
男
　
子
（
６
区
間
20
㌔
）

▽
２
　
位
　
啓
成
中
学
校

　（
吉よ

し

木き

涼
真
、
黒く

ろ

川か
わ

裕
斗
、
相
良

流り
ゅ
う

我が

、
熊く

ま

川が
わ

晴
彦
、
渡
邊
廉れ

ん

研け
ん

、

北
島
大は

る

翔と

）

▽
３
　
位
　
伊
万
里
中
学
校

　（
三
浦
大
和
、
田
中
雄ゆ

う

登と

、
稲
葉

遥は
る

飛ひ

★
、
馬
場
翔

し
ょ
う

大だ
い

、
木
寺

　
駿
介
、
住す

み

祐
希
）

◆
女
　
子
（
５
区
間
12
㌔
）

▽
優
　
勝
　
伊
万
里
中
学
校

　（
峯
桜
子
、
馬ま

﨑さ
き

望み

喜こ

★
、
津
山

結
衣
★
、
北
村
夏か

稟り
ん

★
、
内
野

彩さ
あ

愛や

★
）

▽
３
　
位
　
啓
成
中
学
校

　（
前
田
華か

歩ほ

、
藤
瀬
月つ

希き

、
下
平

　
妃ひ

奈な

夕た

、久
松
芽め

生い

、山
田
歩
美
）

※
★
は
区
間
賞

　
伊
万
里
中
学
校
の
女
子
チ
ー
ム

は
、
12
月
19
日
（
日
）
に
、
滋
賀

県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

　
伊
万
里
・
啓
成
中
学
校
の
男
女

各
チ
ー
ム
は
、12
月
４
日
（
土
）
に
、

佐
賀
市
の
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
川
副

を
発
着
点
に
開
催
さ
れ
る
九
州
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

佐

賀

県

中

学

校

駅

伝

大

会
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郷

土

の

文

化

財

大
光
寺
遺
跡
の
近
世
墓
群

（
松
浦
町
大
光
寺
　
平
成
２
・
３
年
調
査
）　

　
墓
石
に
は
、
亡
く
な
っ
た
年

号
が
刻
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
下

に
、
棺
桶
と
し
て
使
わ
れ
た
甕

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
甕
が
存
在

し
て
い
た
年
代
が
明
確
に
分
か

る
良
好
な
資
料
と
な
り
、
ま
た
、

人
骨
を
調
べ
る
こ
と
で
、
骨
格

の
変
化
が
分
か
り
、
現
代
人
の

骨
格
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
く
の
か
を
知
る
貴
重

な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　「
あ
な
た
と
一
緒
の
お
墓
に

は
、
入
り
た
く
な
い
わ
」
と
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
使
わ
れ
る
よ

う
な
こ
の
言
葉
は
、
江
戸
時
代

に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
な
ぜ
な
ら
、
現
在
は
亡
く
な

り
、
火
葬
さ
れ
た
あ
と
に
、
家

や
家
族
単
位
の
墓
の
中
に
入
り

ま
す
が
、
江
戸
時
代
の
埋
葬
は

土
葬
で
あ
り
、
墓
１
基
に
一
人

が
埋
葬
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

棺か
ん

桶お
け

も
現
代
の
も
の
と
は
違
い
、

桶
や
甕か

め

に
、
座
っ
た
形
で
安
置

さ
れ
ま
す
。
伊
万
里
で
は
、
棺

桶
に
甕
を
使
う
こ
と
が
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。

　
大だ

い

光こ
う

寺じ

遺
跡
で
は
、
地
表
面

よ
り
50
～
60
㌢
下
で
、
旧
石
器

時
代
か
ら
縄
文
時
代
に
か
け
て

（
３
万
年
前
～
８
千
年
前
）
石
器

を
製
作
し
て
い
た
跡
を
確
認
し

ま
し
た
。
ま
た
、
地
表
面
に
は

墓
石
が
残
っ
て
い
る
近
世
墓
群

が
あ
り
、
調
査
を
し
ま
し
た
。

　
伊
万
里
の
遺
構
シ
リ
ー
ズ
〜
埋
葬
遺
構
を
中
心
と
し
て
〜
⑭

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
㉒
１
２
６
２
）↑大光寺遺跡の近世墓群

教 育 と 文 化

educat ion and cul ture

〜
思
い
や
考
え
を
伝
え
ま
し
ょ
う
〜

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
５
”
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
“

● 

問
合
先
　
企
画
政
策
課

男
女
協
働
推
進
係（
☎
㉓
２
１
１
５
）

　
先
日
、『
男
女
共
同
参
画
の
視
点

を
生
か
す
地
域
づ
く
り
講
座
』
に

参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
講

師
が
「
日
本
の
男
女
共
同
参
画
は
、

戦
後
に
始
ま
り
ま
し
た
。
今
は
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
教
育
が

進
み
、
個
人
の
意
識
の
変
革
は
進

ん
で
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
政

治
に
関
わ
る
女
性
の
割
合
は
、
国

際
的
に
見
る
と
非
常
に
低
い
評
価

で
あ
り
、
日
本
の
女
性
は
、
も
っ

と
政
策
決
定
の
場
に
出
て
い
く
べ

き
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
都
知
事
や
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
組
織
委
員
会
の
会
長
は
、
女

性
で
す
。
９
月
に
行
わ
れ
た
自
民

党
総
裁
選
に
立
候
補
し
た
女
性
の

国
会
議
員
と
、
10
月
に
行
わ
れ
た

佐
賀
市
議
会
議
員
選
挙
の
女
性
の

当
選
者
は
、
過
去
最
多
で
す
。
伊

万
里
市
議
会
で
は
、
２
人
の
女
性

議
員
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
女
性
も
頑
張
っ
て
い
る
！
」
と

言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
確
か

に
、
政
治
の
世
界
に
占
め
る
女
性

の
割
合
は
、
ま
だ
ま
だ
低
い
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
た
く
さ
ん
の
女
性

に
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
地
域

や
組
織
、
団
体
な
ど
の
中
で
、
施

策
の
決
定
過
程
に
、
参
画
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
私

で
よ
け
れ
ば
、
や
り
ま
す
」、「
頑

張
っ
て
み
ま
す
」
と
言
っ
て
、
積

極
的
に
役
員
な
ど
を
引
き
受
け
、

自
分
の
意
志
や
考
え
を
周
り
の
人

た
ち
に
伝
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　『
地
域
づ
く
り
』
や
『
組
織
づ
く

り
』、『
家
庭
づ
く
り
』
で
は
、
男

性
も
女
性
も
自
分
の
思
い
や
考
え

を
積
極
的
に
、
声
に
出
す
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
男
女
や
夫
婦

間
に
お
い
て
は
、
お
互
い
を
思
い

や
り
な
が
ら
も
、
言
い
た
い
こ
と

を
言
い
合
え
る
関
係
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
い
う
行
動
が
、
持
続
可
能

な
開
発
目
標
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス

デ
ィ
ジ
ー
ズ
）
の
目
標
５
『
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
』
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　（
伊
万
里
市
男
女
協
働
参
画
懇

話
会
『
い
ま
り
プ
ラ
ザ
』
委
員
）
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イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

i n f o r m a t i o n

↑受賞者の皆さん

結
果
を
導
き
出
す
過
程
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
11
月
13
日
、
市
民
図
書
館
で
調

べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も

の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
一
環
と

し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
今

年
度
は
、
小
学
生
か
ら
70
点
の
応

募
が
あ
り
、
14
点
が
受
賞
作
品
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

２
点
が
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
推

薦
さ
れ
ま
す
。
講
評
で
は
、
鴻こ

う

上が
み

哲
也
館
長
が
「
文
献
だ
け
で
な

く
、
実
験
や
観
察
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
を
使
っ
て
考
察
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
で
考
え
、

市
民
図
書
館
・
学
校
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　
11
月
９
日
、
伊
万
里
市
教
育

委
員
会
表
彰
式
が
市
役
所
で
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
文
化
の
日
に
ち
な
み
、

教
育
や
学
術
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
個
人

や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
者
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

【
学
校
教
育
】

▼
門も

ん

司じ 

幸ゆ
き

男お

さ
ん
（
上
ノ
山
）

▼
吉
永 

浩
伸
さ
ん（

二
里
町
川
東
）

▼
坂
本 

浩
幸
さ
ん（

黒
川
町
真
手
野
）

▼
井
手 
慶け

い

治じ

さ
ん

（
南
波
多
町
原
屋
敷
）

【
ス
ポ
ー
ツ
】

▼
木
山 

力ち
か
らさ
ん
（
み
ど
り
が
丘
）

【
社
会
教
育
】

▼
古
伊
万
里
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

【
文
化
振
興
】

▼
杵き

ね

屋や 

佐さ

た多
勝か

つ

さ
ん
（
元
　
町
）

市
教
育
委
員
会
表
彰
式

↑市教育委員会表彰受賞者の皆さん

総
務
大
臣
表
彰

▼▼
原 

歌か

よ

こ

代
子
さ
ん
さ
ん

（
山
代
町
久
原
三
区
）

（
山
代
町
久
原
三
区
）

▼▼
森
田 

ミ
ツ
ヱ
さ
ん
さ
ん

（
立
花
台
二
丁
目
）

（
立
花
台
二
丁
目
）

▼▼
池
田 

昇
し
ょ
う

子こ

さ
ん
（
富
士
町
）

さ
ん
（
富
士
町
）

厚
生
労
働
省
政
策
統
括
官
表
彰

▼▼
天
野 

幸ゆ
き

男お

さ
ん
（
市
　
山
）

さ
ん
（
市
　
山
）

統
計
功
績
者
表
彰
受
賞
者

秋
の
叙
勲
・
褒
章

秋
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
受
章

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
11
月
３
日
付
け
で
、
秋
の
叙
勲
・

褒
章
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

の
受
章
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　▼
大
原
　

▼
大
原
　
巖巖

い
わ
お

い
わ
お
さ
ん
（
　
渚
　
）

さ
ん
（
　
渚
　
）

　
元
市
公
平
委
員
会
委
員
長

　
元
市
公
平
委
員
会
委
員
長

▼
北
川
　

▼
北
川
　
明明て

る
ひ
こ

て
る
ひ
こ彦彦
さ
ん（
新
天
町
２
区
）

さ
ん（
新
天
町
２
区
）

　
元
公
立
小
学
校
長

　
元
公
立
小
学
校
長

▼
小
松
　

▼
小
松
　
敬敬け

い
け
い

子子ここ

さ
ん
（
松
　
島
）

さ
ん
（
松
　
島
）

　
学
校
薬
剤
師

　
学
校
薬
剤
師

▼
坂
本
　

▼
坂
本
　
徳徳の

り
は
る

の
り
は
る治治

さ
ん
（
松
　
島
）

さ
ん
（
松
　
島
）

　
元
市
消
防
団
分
団
長

　
元
市
消
防
団
分
団
長

▼
松
尾
　

▼
松
尾
　
洋洋よ

う
よ
う

二二じじ

さ
ん
さ
ん

（
立
花
台
二
丁
目
）

（
立
花
台
二
丁
目
）

　
元
３
等
海
佐

　
元
３
等
海
佐

▼
西
山
　

▼
西
山
　
友友と

も
の
り

と
も
の
り教教
さ
ん
（
元
　
町
）

さ
ん
（
元
　
町
）

　
調
停
委
員

　
調
停
委
員

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章

叙
　
勲

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

褒
　
章

藍
綬
褒
章

藍
綬
褒
章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章
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インフォメーションインフォメーションインフォメーションインフォメーション

２回目接種２回目接種 【11月18日時点】

0 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

65歳以上

60〜64歳

50〜59歳

40〜49歳

30〜39歳

20〜29歳

16〜19歳

12〜15歳

計

92.2％

92.4％

90.2％

86.7％

79.2％

73.3％

81.7％

65.8％

86.4％

● 問合先　新型コロナウイルスワクチン接種対策室（　 ☎㉓㉓４１２２）

新型コロナワクチン
ワクチン接種の進捗状況と今後の予定をお知らせします

　市のコロナワクチン接種状況は、次のとおりです。

※職場や周りの人などへの接種の強制や、接種を受けていない人への偏見・差別につながる行為（人権侵害や誹
ひ

謗
ぼう

中傷）などは、絶対に行わないでください。

　新型コロナワクチンの接種前や接種後に、インフルエンザなど他の予防接種を行う場合は、原則として 13 日

以上の間隔をおくこととされています。

他の予防接種との接種間隔について他の予防接種との接種間隔について

　新たに 12 歳を迎える人や療養などの事情によりワクチンを接種できなかった人は、12 月以降も引き続き予

約を受け付けます。予約が取れない場合は、市に相談してください。

※ 12 月以降に 12 歳の誕生日を迎える人の接種券は、誕生日の翌月以降に順次発送します。

１回目・２回目の接種を希望する人は、引き続き予約できます１回目・２回目の接種を希望する人は、引き続き予約できます

　新型コロナワクチンの追加接種（３回目）を受けることができるのは、２回目の接種を完了した日から、８か

月以上経過した人で、接種できるようになった対象者には、市から接種券が届きます。

　12 月から医療従事者の追加接種を開始する予定で、その他の人（65 歳以上の高齢者など）の接種は令和４年

１月以降を予定しています。

※詳しくは、市ホームページや各家庭に配付したチラシで確認してください。

追加接種（３回目）が始まります追加接種（３回目）が始まります

　12 月１日からコールセンターの番号が『0120-468-356』に変わります。

※これまでの番号も継続して利用できますが、通話料は発信者の負担になりますので注意してください。

コールセンターの番号が、ナビダイヤルからフリーダイヤルに変わりますコールセンターの番号が、ナビダイヤルからフリーダイヤルに変わります

19 2021.12広報伊万里



◆
出
初
式

　『
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
』

を
目
指
し
、
市
消
防
出
初
式
を
行

い
ま
す
。

●

開
催
日

　
令
和
４
年
１
月
16
日
（
日
）

●

場
　
所
　
二
里
小
学
校

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
参

　
観
者
な
ど
を
制
限
す
る
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

●

問
合
先
　
消
防
調
整
課
消
防
団
係

（
　
☎
㉓
２
１
１
６
）

インフォメーションインフォメーション

◆
年
末
警
戒

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
安
心
し
て

新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

消
防
団
員
が
夜
間
巡
回
を
行
い

ま
す
。

　
期
間
中
は
、
午
後
９
時
に
警
鐘

や
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の

で
、
併
せ
て
火
の
元
の
点
検
を
お

願
い
し
ま
す
。

●

期
　
間

　
12
月
28
日
（
火
）・
29
日
（
水
）

●

時
　
間

　
午
後
８
時
～
午
前
０
時

消
防
団
年
末
警
戒
・
出
初
式

　12 月 29 日（水）〜令和４年１月３日（月）は、市
役所の一般業務を休業します。ただし、出生や死亡、婚
姻などの戸籍の届出は、当直室で受け付けます。
　主な施設 ･ 業務の休業日は次のとおりです。

【 施　設 】
▷市民図書館　12 月 29 日（水）〜１月３日（月）
▷市民センター　12 月 29 日（水）〜１月３日（月）
▷国見台公園　12 月 28 日（火）〜１月４日（火）

【 業　務 】

● 問合先　環境課リサイクル推進係（　☎㉓２１４５）
▷さが西部クリーンセンター

　1月 1日（土・祝）〜３日（月）
※さが西部クリーンセンターでは、年末は２時間待ちに
　なるなど大変混雑するため、ごみの持ち込みは早めに
　お願いします。

▷し尿の汲
く

み取り　12 月 30 日（木）〜１月３日（月）
▷ごみの収集　12 月 31日（金）〜１月３日（月）
※期間中は、集積所にごみを出さないでください。

年末・年始はお休みします

令和４年４月採用の令和４年４月採用の
市職員を募集します！《第２回採用試験》市職員を募集します！《第２回採用試験》

■ 募集職種
　土木、建築、保健師

■ 採用予定人数
　各職種とも若干人

■ 受付期間
　12 月１日（水）〜 17 日（金）

　午前８時 30 分〜午後５時 15 分

※土・日曜日を除く

※郵送の場合は、17 日の消印まで有効

■ １次試験
● 試験日　

　令和４年１月 16 日（日）

● 試験会場　伊万里市役所

■ 申込書・試験案内の請求
　詳しくは、市ホームページで確認してください。

■ 申込・問合先
　〒 848-8501　伊万里市立花町1355番地１

　総務課職員係（　☎㉓２１２７）

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ

ま
す
。
家
屋
を
新
築
・
増
築
・
解

体
し
た
場
合
は
、
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
特
に
解
体
の
届
け
出
は
、

誤
っ
た
課
税
を
防
ぐ
た
め
の
重
要

な
情
報
に
な
り
ま
す
。

●

届
出
方
法

▽
新
築
・
増
築
　
電
話

▽
解
体
　
解
家
届
出
書
を
提
出

※
解
家
届
出
書
は
税
務
課
に
あ
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

届
出
期
限
　
12
月
17
日
（
金
）

●

届
出
・
問
合
先
　
税
務
課
固
定

資
産
税
係
（
　
☎
㉓
２
１
４
９
）

家
屋
の
新
築
・
増
築
・

解
体
は
届
け
出
を

《30・10 運動のお約束》

料理は残さず食べよう ３
さん

０
まる

・１
いち

０
まる

 運動

● 問合先　環境課リサイクル推進係
（ 　☎㉓２１４５）

①注文する時は、適量を注文しましょう
②乾杯後の 30 分間は、おいしい料理を楽

しむ時間にしましょう
③終了前の 10 分間は、残った料理をもう一

度楽しみ、食べ残しを減らしましょう
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第 55回 子ども話し方大会第 55回 子ども話し方大会
　11 月３日、市民図書館で第 55 回子ども話
し方大会がありました。これは、伊万里市子
ども会連合会が『美しいことばと豊かな心を
育てる青少年のつどい』をテーマに、毎年開
催しているものです。
　各町・地区子ども会から 23 人（小学生 15
人、中学生８人）が参加しました。子どもた
ちは、学校生活でチャレンジしたことやふる
さとへの誇り、夢の実現などについて、体験
を通した自分の考えを力強く発表しました。

小学生の部 中学生の部

『平和への第一歩』『平和への第一歩』
東山代町子ども会東山代町子ども会

木寺　木寺　叶叶
きょうきょう

華華
かか

  さん（東山代小６年）さん（東山代小６年）

『祖母との約束』『祖母との約束』
東山代町子ども会東山代町子ども会

神村　神村　美美
みみ

羽羽
うう

  さん（国見中３年）さん（国見中３年）

最優秀賞最優秀賞

インフォメーション

成　績 学校・学年 氏　名 演　題 子ども会

市子ども会連合会賞
黒川小６年 山本　空 人前に出るということ 黒川町

滝野小６年 中尾　良太 ありがとう、ぼくのふるさと 東山代町

市青少年育成市民会議賞
二里小６年 片岡　依

い

翠
ずみ

住みなれた町から離れてわかったこと 二里町

大川小６年 池田  あかね 私と習字 大川町

市教育委員会賞 牧島小６年 木須　裕太 牧島の宝を守る 牧島地区

市社会福祉協議会賞 山代東小６年 山口　真奈 私にできること 山代町

市小中学校連合ＰＴＡ賞 大川内小６年 江向　健
けん

真
しん

応援団長として学んだこと 大川内町

市防犯協会賞 大坪小６年 渡邊　鼓
つづみ

剣道の経験で得たこと 大坪地区

伊万里青年会議所賞 松浦小６年 中島　心
ここ

海
み

バレーボールが教えてくれたこと 松浦町

伊万里商工会議所青年部賞 波多津小６年 市丸　颯
そう

馬
ま

盛り上がった運動会 波多津町

市民図書館賞 南波多郷学館６年 井手　咲希 １日１生 南波多町

伊万里ケーブルテレビジョン賞 伊万里小６年 副島  愛
あ

玖
ぐ

梨
り

自分を変えた実行委員 伊万里地区

西海テレビ賞 山代西小６年 西山　晃
こう

生
せい

やりきったぞ！運動会 山代町

成　績 学校・学年 氏　名 演　題 子ども会

市子ども会連合会賞
東陵中３年 原　京

きょう

二
じ

郎
ろう

自由の裏側にあるもの 松浦町

伊万里中３年 畑元　良
ら

威
い

仲間と出会えて 立花地区
市青少年育成市民会議賞 南波多郷学館９年 梅村　優

ゆう

花
か

花を咲かせて 南波多町

市教育委員会賞 青嶺中３年 田中  幹
かん

太
た

郎
ろう

野球を通して学んだこと 波多津町

市社会福祉協議会賞 山代中３年 金子　美咲 プラスチック廃止の世界へ 山代町

市小中学校連合ＰＴＡ賞 滝野中３年 幸松　千春 閉校する滝野校 東山代町

小学生の部

中学生の部

『ヒーロー』『ヒーロー』
伊万里地区子ども会伊万里地区子ども会

石丸　石丸　心心
ここここ

和和
なな

  さん（啓成中３年）さん（啓成中３年）

優秀賞優秀賞

『体育大会応援団長を『体育大会応援団長を
経験して学んだこと』　　経験して学んだこと』　　

立花地区子ども会立花地区子ども会

坂本　坂本　愛愛
あいあい

莉莉
りり

  さん（立花小６年）さん（立花小６年）

21 2021.12広報伊万里



インフォメーションインフォメーション

『森永製菓菓子セット』がふるさと納税返礼品に登場

　森永製菓株式会社九州支店と市は、森永製菓株式会社の創業者である森永太一郎の生誕地が本市であること

を縁として、双方の資源を活用した各種事業を推進するため、３月 1 日に包括連携・協力に関する協定を締結

しました。

　この連携事業の第２弾として、11 月２日に『森永製菓菓子セット』と『森永太一郎物語・番外編』などを詰

め合わせたオリジナルボックスが、数量限定でふるさと納税の返礼品に加わりました。

　市内に住民票がある人には、総務省の規定により、返礼品は送付できませんが、市外の知り合いの人へ『森

永製菓菓子セット』返礼品の紹介とふるさと納税の呼びかけをお願いします。

■内　容
▷森永製菓菓子セット

▷リーフレット『森永太一郎物語・番外編』

▷『キョロちゃん』ノート

▷『キョロちゃん』ぬいぐるみ（１万円コースのみ）

▷『いまりで、決まり！』オリジナル缶バッジ

※森永製菓菓子セット以外は、すべて非売品です。

■数　量
▷寄付金額 10,000 円（菓子 10 点・食品１点）　100 セット

▷寄付金額 7,000 円（菓子８点・食品１点）　100 セット

■寄付の申込方法
　インターネットのふるさと納税サイト『ふるさとチョイス』

から、『伊万里市』を検索

××　　   伊万里市

● 問合先　財政課ふるさと応援係（☎㉓２３１２）　　 　　　　　　　

情報政策課シティプロモーション推進室（　 ☎㉓４３１３）

◆ふるさと納税とは
　故郷や応援したい自治体に寄付ができる制度です。

　寄付金の使い道を選択することができ、地域の特

産品などの返礼品をもらうことができます。

　また、税額控除の手続きを行えば、寄付金額のうち、

2,000 円を超える部分については、所得税の還付や

住民税の控除を受けることができます。

※寄付金控除の額は、寄付をした人の年収に応じて

　上限があります。

◆寄付金の使い道
　全国からのふるさと納税の寄付金は、『人がいきい

きと活躍する　幸せ実感のまち　伊万里』の実現に

向け、子どもの医療費助成や高齢者の生活支援など

に活用しています。
■ 使い道は、次の５つから選ぶことができます
１　産業振興による「活気あふれるまち」づくり

２　地域資源を活かした「行きたいまち」づくり

３　市民みんなで「子育てしやすいまち」づくり

４　時代に合った都市づくりで「安心で住みたいま

　　ち」づくり

５　市長おまかせ

↑森永太一郎物
　語・番外編

【寄付金額１万円のイメージ】
※実際の返礼品は、季節などに
　よって内容が変わります。

↑オリジナル缶バッチ

←キョロちゃんぬいぐるみ

連携事業第２弾連携事業第２弾

　市外の人に伊万里をア

ピールするモォ〜！
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インフォメーションインフォメーション

● 問合先問合先　　情報政策課シティプロモーション推進室（☎☎㉓㉓４３１３）

 ×   ×  　   伊万里市　連携事業第３弾連携事業第３弾

　
伊
万
里
出
身
の
森
永
太
一
郎

が
、
幼
少
期
に
影
響
を
受
け
た

人
た
ち
や
、
森
永
製
菓
を
設
立

し
た
あ
と
、
伊
万
里
と
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
に
つ

い
て
、
６
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介

し
ま
す
。

　
太
一
郎
は
、
明
治
時
代
に
な
る

３
年
前
の
慶
応
元
年
（
１
８
６
５

年
）
６
月
17
日
に
、
現
在
の
松

島
町
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
森
永
家
は
焼
き
物
と
魚
の

問
屋
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、

太
一
郎
が
６
歳
の
時
に
、
父
親
が

亡
く
な
り
、
家
や
財
産
は
人
手

に
渡
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
母

親
と
太
一
郎
は
、
母
親
の
実
家

で
あ
る
力
武
家
（
脇
田
町
）
に

帰
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
母

親
は
再
婚
し
て
、
太
一
郎
は
祖

母
の
チ
カ
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
親
戚
の
間
を
転
々
と
し
な
が

ら
育
て
ら
れ
た
た
め
、
満
足
な

教
育
を
受
け
ら
れ
ず
、
12
歳
に

な
っ
て
も
、
自
分
の
名
前
さ
え

正
確
に
書
け
な
か
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
叔

母
た
ち
の
計
ら
い
で
、
書
店
を

経
営
す
る
か
た
わ
ら
私
塾
を
開

い
て
い
た
川
久
保
豫よ

章し
ょ
う

の
自
宅

に
、
店
員
と
し
て
住
み
込
み
、
昼

は
店
番
を
し
な
が
ら
、
夜
に
は
、

習
字
や
学
問
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
川
久
保
豫
章
（
本
名 

川
久
保

雄
平
）
は
、
山
代
郷
楠
久
生
ま

れ
の
漢
学
者
で
、
明
治
３
年

（
１
８
７
０
年
）、
伊
万
里
町
に

私
塾
を
開
き
、
そ
の
後
、
啓け

い

蒙も
う

舎し
ゃ

（
伊
万
里
小
学
校
の
前
身
）

の
教
師
を
務
め
た
り
、
関
西
で

も
私
塾
を
開
い
た
り
し
て
、
多

く
の
子
弟
を
育
て
ま
し
た
。

　
明
治
初
年
頃
、
大
川
や
南
波

多
、
松
浦
、
伊
万
里
、
山
代
な

ど
で
、
有
識
者
に
よ
る
熱
意
が
、

新
し
い
教
育
を
普
及
さ
せ
よ
う

と
す
る
動
き
と
な
っ
て
現
れ
て

い
て
、
太
一
郎
も
こ
の
よ
う
な

動
き
の
中
で
、
知
識
や
教
養
を

身
に
つ
け
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

森
永
太
一
郎
と
伊
万
里 

①

　
　
〜  

太
一
郎
と
川
久
保
豫
章  

〜

森永のお菓子レシピ
メープル風味のキャラメルパウンドケーキ ● 材　料

　森永ホットケーキミックス　150g
　牛乳　大さじ１杯
　森永ケーキシロップ　30g
　溶かしバター　40g
　卵（Ｍサイズ）　１個
　砂糖　20g
　森永ミルクキャラメル（またはハイソフト）　10 粒

ボールに卵を入れてほぐし、ケーキシロップ・牛乳・砂糖を入れて、ゴムベラでよく混ぜる。そこに、ホッ
トケーキミックスを入れて軽く混ぜ、溶かしバターを加えて、しっかりと混ぜる【１】。

２〜３㎜程度の厚さにカットしたミルクキャラメルを【１】に混ぜ合わせる。

生地をパウンドケーキ型に流し、170℃のオーブンで約 35 〜 40 分焼く。竹串をさして生地がついて
こなければ焼き上がり。型から出して、ケーキクーラー（網）の上で冷ます。完全に冷めてから切る。

● 下準備
★ パウンドケーキ型（縦 18 ㎝×横８㎝×高さ８㎝程度）に

クッキングシートを敷いておく
★ オーブンは 170℃に予熱しておく
★ キャラメルを２〜３㎜程度の厚さにカットしておく

２

１

３

★ キャラメルは、電子レンジで指で押せるくらいまでやわらかくして、包丁に油を塗ると切りやすいです。
★ 焼いているうちに、キャラメルが下に沈んでしまう場合は、キャラメルを小さくするといいです。
　それでも沈んでしまう場合は、生地の水分量が多くゆるい可能性があります。牛乳の量で調整してみ

てください。

ポイントポイント

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
㉒
１
２
６
２
）

【 参　考 】森永製菓株式会社『森永天使のお菓子レシピ』
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インフォメーション

　
確
定
申
告
の
と
き
に
添
付
が
必

要
と
な
る
、次
の
納
付
証
明
書
（
は

が
き
）
を
、
令
和
４
年
１
月
下
旬

に
納
付
者
に
郵
送
し
ま
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
税

▽
介
護
保
険
料

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

※
納
付
証
明
書
に
記
載
す
る
金
額

は
、
令
和
３
年
中
に
普
通
徴
収

（
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
）
で

納
付
し
た
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
で
す
。

※
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
）
が
あ

る
人
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
源
泉
徴
収
票
に
記

載
さ
れ
た
額
と
、
今
回
、
市
か

ら
郵
送
す
る
納
付
証
明
書
の
額

を
合
算
し
て
確
定
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

▽
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　
税
務
課
収
納
対
策
室

　（
　
☎
㉓
２
１
５
２
）

▽
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　
長
寿
社
会
課
介
護
給
付
係

　（
　
☎
㉓
２
１
５
４
）

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ

い
て

　
市
民
課
年
金
保
険
係

　（
　
☎
㉓
２
１
５
３
）

納

付

証

明

書

を

送

付

し

ま

す

　
確
定
申
告
ま
た
は
市
県
民
税
申

告
の
際
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

を
持
た
な
い
人
も
、税
法
上
の
『
障

害
者
控
除
』
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
対
象
者
に
は
『
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
通
知
書
』
を
交

付
し
ま
す
の
で
、
必
要
な
人
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

●

対
象
者

　
12
月
31
日
現
在
、
65
歳
以
上
で

要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
２

以
上
の
人
の
う
ち
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

▽
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

立
度
が
ラ
ン
ク
Ⅱ
以
上
と
判
定

さ
れ
て
い
る
人

▽
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立

度
（
寝
た
き
り
度
）
が
ラ
ン
ク

Ａ
以
上
と
判
定
さ
れ
て
い
る
人

●

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の
も
の
）

※
代
理
で
申
請
す
る
場
合
は
、
対
象

者
本
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

●

申
請
・
問
合
先

　
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
　
☎
㉓
２
１
５
６
）

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
で
税
負
担
を
軽
減

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

第
４
次
伊
万
里
市
地
域
福
祉
計
画
及
び
地
域
福
祉
活
動
計

画
（
素
案
）
へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

　　
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

パブリックコメント案内パブリックコメント案内

◆意見提出をお願いする資料
　第４次伊万里市地域福祉計画及び地域福祉活動計画

（素案）

◆意見募集期間
　12 月 20 日（月）〜令和４年１月 14 日（金）

◆案の公表場所・入手先
(1) 福祉課、情報政策課情報公開・統計係、各コミュ
　  ニティセンター、市民図書館
(2) 市ホームページ　https://www.city.imari.saga.jp/

◆意見の提出方法
　意見は、住所・氏名（または団体名）を明記のうえ、
次のいずれかの方法により提出してください。
①メール　fukushi@city.imari.lg.jp

②郵　便　〒 848-8501  

　伊万里市立花町1355番地１　伊万里市役所　福祉課

③直接提出　案の公表場所・入手先 (1) のいずれか

④ファックス　㉒７６５０

◆問合先　福祉課福祉総務係（　 ☎㉓２１２０）

　
市
で
は
、
家
庭
や
地
域
の
中
で
、

障
害
の
有
無
や
年
齢
、
性
別
な
ど

に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
社
会
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
、
お
互
い
に

助
け
合
い
、
支
え
合
い
な
が
ら
そ

の
人
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
本
計
画
は
、
地
域
福
祉
の
推
進

を
図
る
た
め
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

在
り
方
や
市
民
と
行
政
の
役
割
分

担
を
明
確
に
す
る
も
の
で
す
。
計

画
は
一
定
期
間
ご
と
に
見
直
し
が

必
要
で
あ
り
、
現
計
画
の
計
画
年

度
が
令
和
３
年
度
ま
で
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
年
度
に
新
た
な
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

　『
第
２
次
伊
万
里
エ
ー
ル
ク
ー

ポ
ン
券
』
の
使
用
期
限
は
、
12
月

末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ク
ー

ポ
ン
券
の
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
使
用
し
て
い
な
い
ク
ー

ポ
ン
券
は
、
期
限
ま
で
に
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

●

使
用
期
限
　
12
月
31
日
（
金
）

※
ク
ー
ポ
ン
券
が
使
用
で
き
る
店

舗
は
、
送
付
時
に
同
封
し
た
チ

ラ
シ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。

●

問
合
先
　
企
業
誘
致
・
商
工
振

　
興
課
（
　
☎
㉓
２
１
８
４
）

エ
ー
ル
ク
ー
ポ
ン
券
の

使
用
は
お
早
め
に

　
２
日
間
の
日
程
に
参
加
で
き
、
地

域
で
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
す

る
意
欲
が
あ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

●

募
集
人
数
　
20
人
（
先
着
順
）

●

受
講
日
時

　
令
和
４
年
２
月
10
日
（
木
）・
17

日
（
木
）、
午
後
１
時
～
４
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

受
講
料
　
無
　
料

●

募
集
開
始
　
12
月
10
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
介
護

予
防
係
（
　
☎
㉓
２
１
５
５
）

い
き
い
き
百
歳
体
操

サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
教
室
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インフォメーション

▼

は
篤
志
寄
付
で
す
。

ご
寄
付

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
10
月
１
日
〜
31
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

▼

50
万
円

　
諸
石
　
義
弘
・
秀
子
（
漁
　
港
）

▼

野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
用
Ｂ
Ｓ

Ｏ
カ
ウ
ン
ト
ボ
ー
ド
　  

１
台

　
古
賀
・
吉
永
・
下
建
設
共
同

企
業
体

《
教
育
振
興
奨
励
基
金
》

▼

10
万
円

　
伊
万
里
有
田
地
区
消
防
設
備
等

保
守
協
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
消
防
団
に

雨
衣
を
整
備

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
活
用
し
、
地
域
防
災
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
消
防
団
の
充
実
強↑整備された雨衣

↑木のいすに座って、好きなときに絵
本を読むことができます

絵
本
に
触
れ
合
う
機
会
を
増
や
し
た
い

考
に
し
た
も
の
で
、
町
内
の
８
か
所

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
10
月
27
日
、
黒
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
黒
川
町
家う

ち
ど
く読
連
絡
会

に
よ
る
『
ま
ち
か
ど
絵
本
箱
え
ほ
ん

の
た
ね
』め
ば
え
式
が
あ
り
ま
し
た
。

い
つ
で
も
、
誰
で
も
自
由
に
絵
本
を

読
み
、
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
絵
本

箱
は
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
を
再
利
用
し

た
も
の
や
新
た
に
手
作
り
し
た
小

屋
の
中
に
あ
り
、
５
０
０
冊
以
上
の

絵
本
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

絵
本
箱
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
す

る
『
さ
が
未
来
ア
シ
ス
ト
事
業
費
補

助
金
』
を
活
用
し
、
和
歌
山
県
有
田

川
町
の
『
ま
ち
か
ど
絵
本
館
』
を
参

ウォームビズに取り組みましょうウォームビズに取り組みましょう

　環境省では、衣食住・移動・買い物など、日常生

活における脱炭素行動と暮らしのメリットを『ゼロ

カーボンアクション 30』として取りまとめています。

　その中の一つとして、冬季は、過度な暖房に頼

らず冬を快適に過ごすライフスタイルを推奨する

『ウォームビズ』を呼びかけています。

　室内での温度差などに応じた柔軟な服装での働き

方や暖房時の室温（目安として 20℃）の適正管理

などを行い、暖房利用による二酸化炭素の発生を削

減し、地球温暖化対策に取り組んでいきましょう。

● 問合先　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
幼
年
期
に

お
け
る
防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す

少
期
か
ら
の
防
火
意
識
の
向
上
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
11
月
９
日
、
楠
久
保
育
園
で
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
育
成
助
成
事
業
物

品
交
付
式
が
あ
り
ま
し
た
。
伊

万
里
・
有
田
消
防
組
合
か
ら
鼓

笛
隊
セ
ッ
ト
を
贈
ら
れ
た
園
児

た
ち
は
、「
マ
ー
チ
ン
グ
の
演
奏

で
、
み
ん
な
に
『
火
の
用
心
』
を

伝
え
ま
す
」
と
お
礼
を
言
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
物
品
は
、
一
般
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行

う
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
を
活
用
し
て
購
入
さ
れ
、
鼓
笛

演
奏
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
幼

↑ 交付された太鼓セットなどと園
児たち

　『第 11 次伊万里市交通安全計画』（案）
に対する意見募集の結果、意見の提出はあ
りませんでした。
● 問合先　防災危機管理課安全安心係

（　☎㉓２１３０）

パブリックコメントの結果パブリックコメントの結果

　ウォームビズサイト ゼロカーボンアクション30

● 詳細はこちら

化
を
図
る
た
め
、
視
認
性
や
耐
久

性
、
作
業
性
に
優
れ
た
雨
衣
71
着

を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業

は
、
宝
く
じ
の
収
入
を
財
源
と
す

る
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
、
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
助
成

を
行
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
推
進
を
図
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
整
備
に
よ
り
、
大
雨
時

に
活
動
す
る
消
防
団
員
の
安
全
性

に
つ
い
て
、
更
な
る
向
上
が
確
保

さ
れ
ま
す
。
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毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

暮 ら し の チ ャ ン ネ ル

l i f e  c h a n n e l

広告

子育てに関する悩みや相談を受けています。
一人で悩まず気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）

就園前の乳幼児とその保護者が集い、

歌や簡単な製作などを行います。

▷日　時　12 月 15 日（水）

　　　　午前 10 時 30 分〜正午

▷場　所　市民センター　リハーサル室

②お誕生日会（要申込）
12 月生まれの乳幼児とその保護者

▷日　時　12 月 22 日（水）

　　　　午前 10 時 30 分〜 11 時 30 分

▷場　所　子育て支援センターぽっぽ
● 申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎㉓５１９７）

子育て支援センターに
遊びにきませんか

　
市
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
変
更
に
つ
い
て
、
都
市
計

画
案
を
作
成
し
た
の
で
、
都
市
計

画
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
縦
覧
に

供
し
ま
す
。

　
案
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
期
間
満

了
ま
で
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
郵
送
ま
た
は
持
参
（
必
着
）

●

計
画
案
縦
覧
期
間

　
12
月
７
日
（
火
）
～
21
日
（
火
）

●

時
　
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

お
知
ら
せ

北
朝
鮮
人
権
侵
害

問

題

啓

発

週

間

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

●

閲
覧
場
所
　

▽
県
ま
ち
づ
く
り
課

▽
伊
万
里
土
木
事
務
所

▽
市
都
市
政
策
課

●

意
見
書
提
出
・
問
合
先

　
〒
８
４
０
‐
８
５
７
０

　
佐
賀
市
城
内
１
丁
目
１
‐
59

　
佐
賀
県
ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
０
９
５
２
㉕
７
１
５
９
）

　
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
、

『
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
』
で
す
。

　
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
変
更
（
案
）
縦
覧

携
し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、

そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
18
年
６
月
『
拉
致
問
題

そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法

律
』
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
拉
致
問
題
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
に
、
理
解
と
関
心
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

●

問
合
先

　
伊
万
里
警
察
署
警
備
課

（
☎
㉓
３
１
４
４
）

　
要
介
護
状
態
の
対
象
家
族
を
介

護
す
る
た
め
に
、
介
護
休
業
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
介
護

休
業
は
、
対
象
家
族
１
人
当
た
り

通
算
93
日
、
３
回
ま
で
取
得
で
き

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
介
護
休
暇
や
介
護

の
た
め
の
時
間
外
労
働
の
制
限
、

深
夜
業
の
制
限
、
勤
務
時
間
の
短

縮
な
ど
の
措
置
と
い
う
制
度
も
利

用
で
き
ま
す
。

●

問
合
先

　
佐
賀
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

（
☎
０
９
５
２
㉜
７
２
１
８
）

働
き
な
が
ら
介
護

を
し
て
い
る
人
へ
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新型コロナウイルス感染症の影響で、中止・延期・内容の変更となる場合があります。
詳しくは、各問い合わせ先に確認してください。

暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

新型コロナウイルス感染症の影響で、中止・延期・内容の変更となる場合があります。
詳しくは、各問い合わせ先に確認してください。

広告

お

知

ら

せ

募

集

募

集

『
ふ
れ
あ
い
障
害
者

文
化
祭
』
出
展
作
品

（
水
）、
午
後
２
時
～
４
時
30
分

◆
共
通
事
項

●

場
　
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

佐
世
保
（
佐
世
保
市
）

※
筆
記
用
具
と
、
持
っ
て
い
れ
ば

キ
ャ
ッ
プ
（
帽
子
）
を
持
参

※
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
参
加

●

問
合
先
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐

世
保
（
☎
０
９
５
６
�
３
１
１
８
）

●

応
募
資
格

▽
市
内
に
居
住
し
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

●

問
合
先
　
佐
賀
県
シ
ニ
ア
は
た

ら
き
た
い
け
ん
推
進
協
議
会

（
☎
０
９
５
２
㉝
７
３
８
０
）

　
不
正
薬
物
に
関
す
る
怪
し
い
言

動
や
不
審
な
漂
流
物
な
ど
の
情
報

は
、
税
関
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

情
報
提
供
先
　
密
輸
ダ
イ
ヤ
ル

※
24
時
間
受
け
付
け

　（
☎
０
１
２
０
‐
４シ

ロ

イ
６
１
‐
９ク

ロ

イ
６
１
）

●

問
合
先
　
伊
万
里
税
関
支
署

（
☎
㉘
２
５
１
４
）

◆
施
設
見
学
会
　
訓
練
の
内
容
や

関
連
す
る
職
種
、
資
格
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
、
訓
練
の
様
子

や
授
業
で
使
用
す
る
機
器
・
施

設
を
見
学
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
12
月
15
日
（
水
）・
令

和
４
年
１
月
19
日
（
水
）

午
後
１
時
～
３
時

◆
訓
練
体
験
会
　
職
業
訓
練
の
一
部

を
２
コ
ー
ス
ま
で
体
験
で
き
ま
す
。

●

日
　
時
　
令
和
４
年
１
月
26
日

　
確
定
申
告
は
、
自
宅
か
ら
パ
ソ

コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
利
用

で
き
る
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
が
便
利
で
す
。

●

送
信
方
法

《
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式
》

　『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
』と『
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
み
取
り
対

応
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
』
ま
た
は

『
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
』
を

使
い
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

《
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
》

　
税
務
署
で
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を

取
得
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
取
得
を

希
望
す
る
場
合
は
、
申
告
す
る

本
人
が
運
転
免
許
証
な
ど
の
顔

写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
を

持
参
の
う
え
、
税
務
署
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
伊
万
里
税
務
署
個
人

課
税
部
門
（
☎
㉓
３
１
４
９
）

●

対
　
象

　
お
お
む
ね
55
歳
以
上
の
求
職
者

●

日
　
時
　
12
月
23
日
（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く

●

場
　
所
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

※
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

者
手
帳
の
い
ず
れ
か
を
持
つ
人

▽
市
内
の
福
祉
施
設
や
特
別
支
援

学
校
な
ど
に
通
所
、
通
学
し
て

い
る
人

▽
市
内
出
身
で
、
市
外
の
福
祉
施

設
や
特
別
支
援
学
校
な
ど
に
通

所
、
通
学
し
て
い
る
人

●

募
集
作
品
　
書
、
絵
画
、
写
真
、

手
芸
品
、
工
芸
品
、
作
文
、
詩
、

短
歌
、俳
句
な
ど
（
自
作
の
も
の
）

※
応
募
方
法
や
作
品
の
大
き
さ
な

ど
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

応
募
点
数
　
１
人
１
点
ま
で

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
あ
り

●

募
集
期
間

　
12
月
１
日
（
水
）
～
24
日
（
金
）

●

申
込
・
問
合
先
　
伊
万
里
・
有

田
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉙
９
５
３
３
）

確
定
申
告
は
自
宅
か
ら

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信

募
　
　
集

佐賀県後期高齢者医療広域連合特定個佐賀県後期高齢者医療広域連合特定個
人情報保護評価書（案）の意見を募集人情報保護評価書（案）の意見を募集

● 募集期間　
　12 月８日（水）〜令和４年１月６日（木）
● 公表する資料の閲覧場所　
▷佐賀県後期高齢者医療広域連合のホーム

ページ、事務局

▷伊万里市役所　市民課年金保険係

● 問合先　佐賀県後期高齢者医療広域連合
総務課総務係（☎０９５２6464８４７６）

　平成 29 年２月に行った特定個人情報保

護評価書（全項目評価書）の公表から一定
期間（５年）が経過することから、特定個
人情報ファイルの適正な取り扱いなどに関
する評価を再度行うため、パブリックコメ
ントを実施し、皆さんからの意見を募集し
ます。

シ
ニ
ア
向
け
無
料

就

労

相

談

会

伊
万
里
税
関
支
署

公
共
職
業
訓
練
の

施
設
見
学
・
訓
練
体
験
会
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暮らしのチャンネル

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

広告広告

放

送

大

学

４

月

入

学

生

　
唐
津
市
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
会
館

り
ふ
れ
（
唐
津
市
）

●

受
講
期
間

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
２
年
間

※
週
１
回
、
年
間
30
日
開
講
、
60

講
座

●

受
講
料
　
年
額
３
万
６
７
５
０

円
（
消
費
税
込
み
）

●

募
集
期
限

　
令
和
４
年
３
月
22
日
（
火
）
必
着

●

応
募
方
法
　
入
学
願
書
を
郵
送

ま
た
は
事
務
局
へ
持
参
し
て
提
出

※
ゆ
め
さ
が
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

●

応
募
・
問
合
先

　
〒
８
４
０
‐
０
８
０
４

　
佐
賀
市
神
野
東
２
丁
目
６
番
１
号

　
ゆ
め
さ
が
大
学
事
務
局

（
☎
０
９
５
２
㉛
４
１
６
５
）

　
高
齢
者
の
活
躍
を
応
援
す
る
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
　
時

　
令
和
４
年
１
月
18
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

●

場
　
所

　
メ
ー
ト
プ
ラ
ザ
佐
賀
（
佐
賀
市
）

●

内
　
容
　
高
齢
者
の
就
業
と
企

業
が
進
め
る
働
き
方
改
革

●

対
象
者

▽
県
内
在
住
で
、
原
則
60
歳
以
上

の
人

●

履
修
で
き
る
分
野

　
心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
情
報
、
自
然
科
学
な
ど

※
詳
し
く
は
『
放
送
大
学
』
で
検

索
し
て
く
だ
さ
い
。

●

出
願
期
間
　

▽
第
１
回

　
令
和
４
年
２
月
28
日
（
月
）
必
着

▽
第
２
回
　
令
和
４
年
３
月
１
日

（
火
）
～
15
日
（
火
）
必
着

●

資
料
請
求
・
問
合
先
　

　
放
送
大
学
佐
賀
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
５
２
㉒
３
３
０
８
）

　
楽
し
く
学
ん
で
仲
間
も
増
え
る
。

シ
ニ
ア
の
た
め
の
学
習
講
座
で
す
。

●

応
募
資
格

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

●

募
集
人
数
　
50
人

●

開
校
曜
日
　
水
曜
日

●

講
義
内
容

　
現
代
社
会
の
動
き
、
ふ
る
さ
と

を
知
る
、
シ
ニ
ア
の
健
康
管
理
、

工
芸
実
習
、
見
学
研
修
、
地
域

活
動
の
基
礎
知
識
な
ど

●

主
な
講
義
会
場

募
　
　
集

委

託

訓

練

生

（
令
和
４
年
２
月
開
講
）

職
業
訓
練
受
講
生

（
令
和
４
年
２
月
入
所
）

7474

▽
受
講
後
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
入
会
を
希
望
す
る
人

▽
シ
ル
バ
ー
人
材
の
活
用
に
興
味

が
あ
る
企
業
の
担
当
者

●

受
講
料
　
無
　
料

●

問
合
先
　
公
益
社
団
法
人
佐
賀

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
（
☎
０
９
５
２
⑳
２
０
１
１
）

●

募
集
訓
練
科

①
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
科

②
溶
接
技
術
科

③
住
環
境
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

●

募
集
人
数
　
３
科
で
17
人

●

訓
練
期
間

　
令
和
４
年
２
月
２
日
（
水
）
～

８
月
26
日
（
金
）

●

場
　
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

佐
賀
（
佐
賀
市
）

●

入
所
選
考
日

　
令
和
４
年
１
月
７
日
（
金
）

※
筆
記
試
験
と
面
接
を
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
佐
賀
で
実
施

●

受
講
料
　
無
　
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

●

募
集
期
限
　
12
月
22
日
（
水
）

●

応
募
方
法
　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
応
募
書
類
を
提
出

●

問
合
先

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀
訓
練
課

（
☎
０
９
５
２
㉖
９
５
１
６
）

●

募
集
訓
練
科
　

①
Ｉ
Ｔ
初
級
科

②
Ｉ
Ｔ
初
級
～
中
級
連
続
科

③
医
療
事
務
・
介
護
事
務
養
成
科

●

募
集
人
数

①
・
③
は
各
20
人
、
②
は
22
人

●

訓
練
期
間

①
令
和
４
年
２
月
２
日
（
水
）
～

４
月
27
日
（
水
）

②
令
和
４
年
２
月
１
日
（
火
）
～

５
月
31
日
（
火
）

③
令
和
４
年
２
月
25
日
（
金
）
～

６
月
17
日
（
金
）

●

場
　
所

①
伊
万
里
市
管
工
事
協
同
組
合

②
株
式
会
社
プ
ラ
イ
ム
（
佐
賀
市
）

③
株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館
佐
賀
支

店
（
佐
賀
市
）

●

入
校
選
考
日

①
・
②
は
令
和
４
年
１
月
19
日
（
水
）

③
は
令
和
４
年
２
月
10
日
（
木
）

●

受
講
料
　
無
　
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

●

募
集
期
限

①
・
②
は
12
月
22
日
（
水
）

③
は
令
和
４
年
１
月
20
日
（
木
）

●

応
募
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

問
合
先

　
佐
賀
県
立
産
業
技
術
学
院
就
職

支
援
課

（
☎
０
９
５
２
　
４
３
３
０
）

ゆ

め

さ

が

大

学

唐

津

校

学

生

高
齢
者
活
躍
人
材
確
保

育
成
事
業
参
加
者

広報伊万里への企業広告のお申し込みは、山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８） 282021.12広報伊万里



新型コロナウイルス感染症の影響で、中止・延期・内容の変更となる場合があります。
詳しくは、各問い合わせ先に確認してください。

６・13・20・27 日
28 日（館内整理休館）
29 日〜令和４年１月３日（年末年始）

12 月の休館日

12月の巡回日
● 問合先　市民図書館（　 ☎㉓４６４６）

日 巡 回 場 所 時　間

15 日
（水）

西 光 苑 14:00~
ケ ア セ ン タ ー く ち い し 15:00~

16 日
（木）

立花コミュニティセンター 10:15~
山代コミュニティセンター 11:00~
東山代コミュニティセンター 11:15~
大川コミュニティセンター 13:30~
伊万里コミュニティセンター 14:00~
松浦コミュニティセンター 14:30~

17 日
（金）

おたっしゃ倶楽部 11:00~
田 代 公 民 館 11:30~
南 波 多 水 留 バ ス 停 前 14:00~
デ イ な が や ま 14:00~

21 日
（火）

る り こ う 苑 10:45~
立 川 公 民 館 11:30~
山 口 病 院 14:15~

※このほか、保育園や小学校、
　企業を巡回しています。
　各巡回場所での滞在時間は、
　15 〜 30 分です。15 〜 30 分です。

日 巡 回 場 所 時　間

３日
・

24 日
（金）

ケアハウスいまり 11:30~
伊万里ふるさと村 12:00~
原 屋 敷 公 民 館 13:40~

７日
（火）

JA 滝 野 出 張 所 11:30~
国 見 公 民 館 14:00~
国 見 団 地 集 会 所 14:40~

８日
（水）

大川内鼓バス停横 11:00~
向 陽 園 14:00~
西 田 病 院 14:00~
伊万里鍋島焼会館 14:30~

９日
（木）

波多津コミュニティセンター 11:00~
黒川コミュニティセンター 11:00~
二里コミュニティセンター 14:00~
南波多コミュニティセンター 14:00~

10 日
（金）

市 民 セ ン タ ー 11:30~
Ｊ Ａ 東 部 支 所 14:00~
こどもハートフル
センターひまわり園 14:00~

デイあさひ / かりん 14:40~
14 日
（火）

楽 寿 園 14:00~
ユ ー ト ピ ア 14:00~

クリスマスおはなし会

　２年ぶりのクリスマスおはなし会で
す。サンタさんの絵を描いてきてね。

● 日　時　12 月 18 日 ( 土 )

　午後２時 30 分〜３時 10 分
● 場　所　市民図書館ホール
● 入場料　無　料
● 募集人数　60 人（申込制）

※０歳児から申し込みが必要です。
● 申込方法　図書館で配付するチラシ

（申込書付き）に記入の上、こども

デスクに提出
● 主　催　伊万里おはなしキャラバン

坂口 恭平／著
文藝春秋

新刊案内
　
れ
お
く
ん
は
、
食
べ
る
こ
と
が
大

好
き
。
料
理
が
得
意
な
お
父
さ
ん
の

手
伝
い
を
よ
く
し
て
い
ま
す
。
さ
て
、

今
夜
の
メ
ニ
ュ
ー
は
何
で
し
ょ
う
。

お
父
さ
ん
は
れ
お
く
ん
に
、
れ
ん
こ

ん
を
切
る
よ
う
に
渡
し
ま
し
た
。
ス
ッ

ト
ン
と
よ
う
や
く
切
れ
る
と
、
れ
お

く
ん
は
び
っ
く
り
。「
こ
ん
に
ち
は
。 

れ
ん
こ
ち
ゃ
ん
よ
」
と
れ
ん
こ
ん
が

し
ゃ
べ
っ
た
の
で
す
。
煮
物
に
な
る
の

が
嫌
な
れ
ん
こ
ち
ゃ
ん
は
、
タ
イ
ヤ
の

よ
う
に
こ
ろ
こ
ろ
転
が
っ
て
い
き
・・・
。

　
作
家
、
画
家
、
音
楽
家
と
し
て
活
躍

す
る
著
者
は
、
貸
し
農
園
で
畑
仕
事
を

始
め
ま
す
。
畑
に
入
る
と
、
野
良
猫
が

寄
り
添
い
、
作
業
を
す
る
と
、
土
は
喜

ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
野
菜

は
成
長
し
、
周
り
に
は
支
え
て
く
れ
る

人
た
ち
。
や
が
て
、
心
身
と
も
に
楽
に

な
り
、
10
年
来
の
躁
う
つ
病
か
ら
解
放

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

日
々
を
つ
づ
る
農
業
の
日
誌
で
あ
り
、

自
然
や
自
分
を
深
く
見
つ
め
る
哲
学
書

で
す
。

戸森 しるこ／作
スケラッコ／絵

福音館書店

『土になる』
『れんこちゃんの
さがしもの』

暮らしのチャンネル

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

市
民
図
書
館

お

知

ら

せ

募

集

a発行日／毎月第２土曜日朝刊折込
a折込エリア／伊万里・有田・山内・福島・波佐見・今福・

鷹島・武雄（一部）・北方 32,960枚
a折込紙／佐賀・西日本・朝日・毎日・読売新聞
a掲載料／１枠（タテ８㎝×ヨコ６㎝）１回 ￥15,000（税抜）

山口印刷株式会社
TEL 0955-22-5188
https://www.yamain.com/

広告募集
お申し込みは

広告
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● 問合先　健康づくり課（　☎㉒３９１６）

◆ 子どもの健診　　　健診は母子保健法に基づいて実施しています。発育確認のために必ず受けましょう。

事業名 実施日 対　象 内　容 場　所 備　考

３か月児健診 生後３か月〜４
か月になるとき 令和３年９月生

身体測定、診察など
佐賀県・福岡県・
長崎県内の医療
機関

　乳児一般健康診査受診票
と母子健康手帳を持参して
ください。
　乳児一般健康診査受診票
は、市の保健師や母子保健
推進員が各家庭に『赤ちゃ
ん訪問』をするときに渡し
ます。

10 か月児健診
生後 10 か月〜
11 か月になる
とき

令和３年２月生

１歳６か月児健診 12 月２日（木） 令和２年５月生

身 体 測 定、 歯 科・
内 科 診 察、 相 談、
フッ化物塗布（希
望者のみ 300 円）

市民センター

　対象者には通知します。
時間を分けて案内しますの
で、指定された時間に来て
ください。
　問診票と母子健康手帳を持
参してください。３歳８か月児健診 12 月９日（木） 平成 30 年４月生

身 体 測 定、 歯 科・
内科・耳鼻科診察、
相談

◆ 相談・教室　　　場所は市民センターです。予約制で行いますので、前日までに電話で予約してください。

事業名 実施日 対　象 内　容 開催時間

妊産婦乳幼児相談 12月13日（月） 妊産婦・乳幼児 身体測定、育児・栄養・歯科相談、
おっぱい相談など 午前９時 30 分〜 11 時

市民健康相談 12月14日（火） 特定健診結果が気に
なる人など

管理栄養士・保健師による相談、
体成分測定（筋肉や脂肪量の測定） 午前９時〜午後３時

ストレスケア相談 12月14日（火） 原則 40 歳未満の人 臨床心理士による相談 午前９時〜午後３時

妊婦わくわくクラブ 12月17日（金） 妊婦とその家族
パパママスタート編『公的サービ
スの紹介、妊娠中のママの体につ
いて』

午後３時〜４時 30 分

※新型コロナウイルス感染症の状況により日程を変更する場合があります。変更は市の公式 LINE などに掲載します。

休日・夜間急患医療センターでは、夜間小児診療をしています。※月〜金曜日：午後８時〜10 時
電話でお子さんの様子を説明してから来所してください。（☎㉓９９１０）

◆ 大人の健診
　令和３年度健康診査などを受診していない人は、実施医療機関で令和４年３月 31 日（木）まで受診できます。
● 特定健康診査（40 〜 74 歳の国民健康保険の人）
● 後期高齢者健康診査（75 歳以上の人または 65 〜 74 歳の後期高齢者医療制度の人）
※県内の医療機関で実施、受診料は無料
● 歯周疾患検診（40・50．60．70 歳の人）
※市内の歯科医院で実施、受診料は 1,000 円
▷対象年齢は、令和４年３月 31 日現在
▷検診には『健康診断受診券（紫色）』が必要です。持っていない人は、まず電話で問い合わせてください。

不妊治療費用の補助

● 対象者　市に住民票があり、1 年以上住んでいる夫婦。夫婦の
　前年度の所得合計が 730 万円未満であること
● 補助対象　健康保険が適用されない人工授精や体外授精、顕微
　授精などの不妊治療に要した費用
● 補助金額　上限 10 万円
※申請は年度内 1 回のみ
● 申請方法
　市のホームページで確認するか、問い合わせてください。

年末・年始の急病は
『休日・夜間急患医療センター』へ

　年末・年始（12 月 31 日（金）〜令和
４年１月３日（月））の急病時は、『休日・
夜間急患医療センター』を利用できます。
診療時間は、午前 9 時〜午後 5 時です。
※必ず電話してから来所してください。

（☎㉓９９１０）

暮らしのチャンネル
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新型コロナウイルス感染症の影響で、中止・延期・内容の変更となる場合があります。
詳しくは、各問い合わせ先に確認してください。

電 気 こ た つ

● 問合先　
　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

■ 参考 : 資源エネルギー庁のホームページ
　 https://www.enecho.meti.go.jp/

　温度調節を「強」から「中」
に下げた場合（１日５時間使用）

年間約 1,320 円の節約
二酸化炭素排出量 23.9kg の削減

　こたつは上半身が寒くなりがちなので、上着を羽織るなど、多めに
着込むことが温かさのポイントです。また、ストーブやエアコンなど
他の暖房機器と併用する場合は、控えめな温度設定にしましょう。

● 市民図書館・学校図書館を使った調べ

　る学習地域コンクール作品展

　〔企画展示室〕

　１日（水）〜５日（日）

● 小・中学生の人権・同和教育作品展

〔展示コーナー〕

　１日（水）〜 10 日（金）

※ 10 日は午後４時まで

● 伊万里ミントカレッジ〔図書館ホール〕

　12 日（日）午後２時〜

※募集人数　70 人（事前申し込みが必要）

● クリスマスおはなし会〔図書館ホール〕

　18 日（土）午後２時 30 分〜

※募集人数　60 人（事前申し込みが必要）

12月の市民相談

相談窓口名 開設日
時　間

（濃い青は正午〜
午後１時を除く）

場　所 問合先

法律相談
※要予約

第２・４水曜日
（８日・22 日）

午前10時〜
午後３時

市民相談室
まちづくり課
市民相談室
㉓２１３３

司法書士相談
※要予約

第３水曜日
（15 日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※要予約

第３木曜日
（16 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第１・３火曜日
（７日・21 日）

午前10時〜
正午

不動産相談 第２木曜日
（９日）

午前10時〜
午後３時

行政相談 第３金曜日
（17 日）

午前９時〜
正午

消費生活相談
月〜金曜日
※ 29 日〜 31 日
　は除く

午前９時〜
午後４時 市民相談室

消費生活セ
ンター
㉓２１３６

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※要予約

第２火・第４日
曜日

（14 日・26 日）

午前９時〜午
後７時（14日）
午前９時〜正
午（26 日）

税務課
税務課
収納対策室
㉓２１５２

年金相談
※要予約

金曜日、第１月
曜日（６日）
※ 31 日は除く

午前９時30分〜
午後３時 30分 面接室

唐津年金事
務所
０９５５

５１６１

身障者相談 第４木曜日
（23 日）

午前10時〜
午後３時 面接室

福祉課
障害福祉係
㉓２１５６心の健康相談

月・火・木・金曜日
※ 29 日〜 31 日
　は除く

午前 10 時〜
午後３時

福祉課障害
福祉係

女性相談
※面談は要予約

月・水・金曜日
※ 29 日〜 31 日
　は除く

午前 ９ 時〜
午後４時

相談電話番号
㉒６７６３

7272

12月の行事

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

● ウィンターコンサート

　19 日（日）

▷第１部　午後１時開演

▷第２部　午後３時開演

（☎㉒３１４６）

市民センター ☎㉒３９１１

訪問購入のトラブルが発生しています訪問購入のトラブルが発生しています

　例えば、「不用品を買い取るというので家に来てもらったら、強引
に貴金属を買い取られた」など、自宅で物品を買い取ってもらう際の
訪問購入に関する相談が寄せられています。
■ 売るつもりのない物の売却を迫られても、きっぱり断りましょう
■ 必ず契約書を受け取り、買い取り業者の名称などを確認しましょう
■ クーリング・オフできる場合があります。すぐに消費生活センター
　に相談してください

● 相談先　市消費生活センター（☎㉓２１３６）
　　　　　消費者ホットライン（☎ １８８〔いやや〕）
● 問合先　まちづくり課市民相談室（☎㉓２１３３）

← 詳 細 は こ ち ら
（ホームページ）

暮らしのチャンネル
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　この冊子は、１部当たり約 31 円で
作成しています（人件費など間接経費
は含まれていません）。また、企業広告
による掲載料は、広報伊万里の作成費
の貴重な財源となっています。

● 発行日／令和３年 12 月１日
● 発行編集／伊万里市情報政策課シティプロモーション推進室　☎ (0955)23-4313（直通）　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町1355 番地1
● 伊万里市のホームページ　https://www.city.imari.saga.jp/　　● 印　刷／山口印刷株式会社

令和３年 11 月１日現在
● 人口　53,398 人　 （−  56）
　　男　25,871 人　 （−  34）
　　女　27,527 人　 （−  22）
● 世帯　23,534 世帯（−  29）

（　）は前月比

情報発信情報発信
ホームページ フェイスブック ツイッター ライン インスタグラム
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あなたにとってのあなたにとっての

教えてください教えてください

堤　悠樹 さん
市民ネットワーク「いまり」理事長

　１月１日に市のキャッチコピー『いまりで、決まり！』を発表しました。
　このキャッチコピーには、さまざまな応用を利かせて、あらゆるシーンで
使ってほしいとの思いが込められています。
　ここでは、さまざまな人の『いまりで、決まり！』を伝えます。

　広報伊万里 11 月号で紹介した『いまりで、決まり！』を動画にしました。動　画

羽柴　良
よし

重
え

 さん（左）
宝蔵寺　亮

りょう

 さん
黒川町家読連絡会

柳本　柳本　幸幸
こうこう

之之
のの

介介
すけすけ

 さん さん
伊万里市民賞伊万里市民賞

森下　滉
こう

平
へい

 さん（左、伊万里中出身）
末吉　快

かい

 さん（啓成中出身）
伊万里高等学校２年生

西　　西　　洋洋
ひろひろ

史史
しし

 さん（左、市財政課） さん（左、市財政課）
德久　德久　千千

ちち

夏夏
なつなつ

 さん（市情報政策課） さん（市情報政策課）

田中　由希子 さん（左、白野）　
田中　嘉

か

帆
ほ

 さん 　　　　　　　

322021.12広報伊万里


	２.pdf
	【広報伊万里_DTP】令和３年12月号_⑤３校正_222222.pdf
	１.pdf



